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第１次滝沢市総合計画の取り組み  
 

 

滝沢市では、平成２７年３月に第１次総合計画（計画期間平成２７年度～令

和４年度）を策定しました。総合計画は、「基本構想‐基本計画‐実行計画」

の体系により推進しています。 

基本構想は、市民全員が共有する「住民自治日本一をめざす地域社会計画」

とし、誰もが幸福を実感できる活力に満ちた地域の実現に向けて、市民主体に

よる幸福感を育む環境づくりの基盤を創ることを目指しています 。 

また、基本計画（前期基本計画平成２７年度～３０年度、後期基本計画令和

元年度～令和４年度）は、「地域社会行動計画」として、幸福感を育むための

市民主体の地域づくりの取り組みを表した「地域別計画」と公共が市民主体の

地域づくりを支援し、市民の想いの実現を表した「市域全体計画」により構成

されており、実行計画（計画期間４年間）は、「市域全体計画」実現のための

具体的な手段の計画として策定されています。 

この報告書は、第１次滝沢市総合計画基本構想・後期基本計画（市域全体計

画）・実行計画で定めた目標がどれだけ達成できたかという視点で、教育委員

会の令和２年度の事務事業の実績を評価したものであり、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第２６条に定める点検及び評価結果の報告書となるもの

です。  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・第１次滝沢市総合計画後期基本計画令和３年度事業実績報告書」のうち

教育委員会が  所管する事務事業  について掲載しています。  
 

・  第１次滝沢市総合計画後期基本計画令和３年度事業実績報告書」・・・  

 「令和３年度実行計画書兼事業説明書」に記載された事業、令和３年度の

補正  予算により年度途中から開始された事業の計画に対して、その成果

や実績について示すものです。また、第１次滝沢市総合計画基本構想の

将来像を実現する  ための各政策、基本施策及び施策  を含む、後期基本計

画の市域全体計画を受け、各取り組み状況を示すものでもあります。  
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第 1 次滝沢市総合計画
序章

８年間
地域別計画

（幸福感を育む地域づくり）

４年間単位
市域全体計画

（セーフティネットの維持・
市民主体の地域づくり支援）

８年間 
総合計画 

幸福感を育む地域環境の創出
地域最適水準の実現

　本総合計画は、滝沢市自治基本条例第9条の規定
に基づき策定します。
　計画期間及び構成は、次のとおりです。

ア 基本構想
（ア）計画期間
　平成27年度（2015年度）から令和４年度（2022
年度）までの8年間。

（イ）計画の主旨
　「住民自治日本一をめざす地域社会計画」として、
市民主体の地域づくりの基本となる計画。

（ウ）特徴
　市民主体の地域づくりを市民と行政が共有するた
めに、幸福実感一覧表及び暮らしやすさ一覧表を
掲げ、めざすべき目標値を設定。

イ 基本計画
（ア）計画期間
　基本構想計画期間を前後期4年間に区分した計画。

（イ）計画の主旨
　基本構想実現のための市民と行政の行動計画。
市民については、地域別計画、行政については市域
全体計画に記載。

（ウ）特徴
a 地域別計画については、市民主体の地域づくりの
下、市民が担う計画。市域を11地区に区分し、それ
ぞれの地域で基本構想の実現のための活動を記載。

b 市域全体計画については、行政が担う計画とし、
部門別計画（政策）ごとに、基本施策、施策の階
層を設け、政策方針展開を実施。併せて、部門又
は基本施策を超えた展開を必要とする計画を分野
別計画とし、基本施策内で策定される計画を実施
計画として位置づけ。

ウ 実行計画
（ア）計画期間
　基本計画の市域全体計画内に実施される事業ごと
に設定される期間。毎年度4年間の見通しを策定。

（イ）計画の主旨
　基本計画の市域全体計画の実現のために実施され
る事業計画。

（ウ）特徴
　基本計画を推進する上での行政による手段。毎年度、
社会情勢の変化、市の財政状況、事業の進捗状況等
を踏まえて見直しを実施。

（3） 総合計画の計画期間及び構成

本総合計画の計画は8年間（平成27年度から令和４年度）までとします。
本総合計画は、「基本構想」を市民全員が共有する「住民自治日本一の市をめざす
地域社会計画」とし、その行動計画を4年間単位の「基本計画」とします。
基本計画は、市民主体の「地域別計画」と行政主体の「市域全体計画」で構成します。

行政
（安全・安心の暮らし
と、市民活動の支援）

市民・地域
（幸福感を育む
地域づくり）
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第 1 次滝沢市総合計画
後期基本計画　第Ⅲ章　市域全体計画

7

政
策
の
展
開
に
つ
い
て

　滝沢市自治基本条例に定める「めざす地域の姿」に向けて、基本構想で
掲げた「めざすまちの姿」への取組を6 つの部門別計画により進めます。

めざすまちの姿
※滝沢市自治基本条例第５条に規定する「めざす地域の姿」に向けた８年間の取組視点視点

活かす 恵まれた自然環境を身近に感じ、
暮らしに活かすまち

支えあう 互いに支えあい、人とのふれあいが
生活に潤いを与えるまち

輝く
みんなが健康づくりに取り組み、
一人一人が輝きながら、安心して
暮らせるまち

暮らす 安全で快適な暮らしが実感できる
よう、みんなで取り組むまち

学ぶ
子どもから高齢者まで、夢を抱き、
夢に向かって互いに学びあい、
成果を活かせるまち

働く 雇用環境が充実し、みんなが安心
して生き生きと働けるまち

受け継ぐ 次世代に伝統と文化を受け継ぎ、
ふるさとに愛着を持てるまち

集う
地域と世代を超えて集い、人との
関わりに幸せを実感して地域づくり
ができるまち
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第 1 次滝沢市総合計画
後期基本計画　第Ⅲ章　市域全体計画

めざすまちの姿の実現に向けた各部門計画
各部門計画目次

1 市民環境部門計画   
▲

   77P

2 健康福祉部門計画   

▲
   101P

3 経済産業部門計画   

▲
   153P

4 都市基盤部門計画   

▲
   175P

5 生涯学習部門計画   

▲
   211P

6 政策支援部門計画   

▲
   246P

活かす 支え合う 暮らす

活かす 暮らす

集う 支え合う

輝く

学ぶ 受け継ぐ

働く

5
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市
民
環
境
部
門
計
画

都
市
基
盤
部
門
計
画

生
涯
学
習
部
門
計
画

健
康
福
祉
部
門
計
画

政
策
支
援
部
門
計
画

211

第１次滝沢市総合計画　第Ⅲ章　後期基本計画　市域全体計画
５　生涯学習部門計画

経
済
産
業
部
門
計
画

5
生
涯
学
習
部
門
計
画

学
び
に
よ
り
充
実
し
た
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

（p212）

５-1

生き生きと学習できる

教育基盤の充実

(p214)

5-1-1
居心地の良い教育環境
の充実（p216）

5-1-2
安全安心な教育施設の
整備（p218）

５-2

「生きる力」を育てる

学校教育の充実

(p220)

5-2-1
確かな学力を育む教育の
推進（p222）

5-2-2
豊かな人間性や社会性の
育成（p224）

5-2-3
健康・安全活動の支援
（p226）

５-3

学校給食による

望ましい食習慣

の実現(p228)

5-3-1
安全安心な学校給食の
提供と食育の推進（p230）

５-4

生きがいが持てる

学びの環境の構築

(p232)

5-4-1
学びによる生活の質の
向上（p234）

5-4-2
スポーツによる健康づくり
の推進（p236）

５-5

学びの環境の充実と

文化芸術の継承

(p238)

5-5-1
学べる・活かせる環境
づくり（p240）

5-5-2
文化芸術の振興（p242）

政策 基本施策 施策
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Ⅰ 本報告書の趣旨 

本報告書は、「令和３年度実行計画書兼事業説明書」に記載された事業と、令和３年度の補正予算に

より年度途中から開始された事業について、その成果や実績を示すものです。また、第１次滝沢市総合

計画基本構想の将来像の実現のために策定した、各政策、基本施策及び施策を含む後期基本計画の市域

全体計画を受け、各取組状況を示すものでもあります。 

 

Ⅱ 期間 

第１次滝沢市総合計画後期基本計画期間である令和元年度～令和４年度中、令和３年度分について報 

告します。 

 

Ⅲ 掲載についての留意点 

① 第１次滝沢市総合計画後期基本計画の政策・基本施策ごとに整理しています。 

※平成30年度までに完了した事業については、令和元年度における施策の中から最も近いものへ

分類した形で整理しています。 

② 義務的事業は、事業名の下に「義務的事業」と表記されています。 

③ 継続（事業）区分は、新規・継続・調査・完了のいずれかが示されています。 

④ 事業主体は、滝沢市主体・協働事業・他団体事業主体のいずれかが示されています。 

⑤ 事業の意図やねらいは、事業の目的を含め、実施による成果・効果が示されています。 

⑥ 事業概要は、令和３年度に実施した事業内容を示しています。 

⑦ 活動指標は、各事業に係る４ヵ年の指標と目標値を示しています。ただし、適切な活動指標の設 

 定が困難な場合は空欄としています。また、令和元年度以降から新規に設定した目標値等の場合、 

過去分を０として掲載しているほか、前期基本計画の目標値が掲載されている場合があります。 

⑧ 決算額（事業費）は令和３年度に執行した事業費の合計を示しています。千円未満の端数につい 

 ては、決算統計値を基準として事業毎にシステムによる端数処理が行われている場合があります。 

※一般会計予算事業・特別会計予算事業・企業会計予算事業の事業費について、職員人件費、公 

 債費及び一般行政事務費は含まれません。また、事業期間外に支出した事業費（繰越明許費な 

ど）についても含みません。 

⑨ 備考欄には、全体事業期間・特定財源の名称等を示しています。また、【特別会計】は特別会計 

予算事業を、【公営企業会計】は地方公営企業会計予算による事業で< >は以下を示しています。 

※全体事業期間は、事業の開始年度および終了予定の年度を示していますが、開始年度が不明な場合 

は令和３年度に、終了予定がない場合は令和６年度に事業期間を設定しています。 

※繰越明許費の記載がある事業は、実績額を記載しています。 

<新 規 事 業> 令和３年度から実行計画書に登載した事業 

<統 合 事 業> 令和２年度に実施した事業のうち、令和３年度にて２事業以上が統合された事業 

<分 割 事 業> 令和２年度に実施した事業のうち、令和３年度にて２事業以上に分割された事業 

<名称変更事業> 令和３年度より、事業の名称が変更となった事業 

<ゼロ予算事業> 特別な予算措置は無く、職員人件費等により行われている事業で年間80時間以上

の勤務を要する事業 

<調 査 事 業> 事業の実施やその実現・有効性等について調査をする事業 

令和３年度事業実績報告書 
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Ⅳ　政策の実現手段

実行計画総括表（令和３年度）※下線を引いている数値が一般会計分となります。

事業数

129 15,902,930 15,781,098
(106)

44 2,496,192 2,118,753
(41)

31 312,948 276,825
(30)

397 22,790,992 22,166,613
(370)

※上記の事業数には令和３年度補正予算新規事業も含まれています。
※事業実績報告書内の平成３０年度、令和元年度、令和２年度完了事業は事業数に含まれていません。

展開戦略

（単位：件、千円）

政   策   名
令和３年度
計画事業費

令和３年度
決　算　額

1 多様なつながりによって市民が行動しているまち 42 2,135,177 2,063,608

2 健やかで笑顔にあふれるまち

（うち一般会計分） (6,965,296) (6,608,612)

3
地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続け
るまち

63 510,525 499,691

4 ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

（うち一般会計分） (1,181,420) (1,201,563)

5 学びにより充実した人生を送ることができるまち 88 1,433,220 1,426,638

6
次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進め
る部門

（うち一般会計分） (312,728) (276,743)

政策　計

（うち一般会計分） (12,538,366) (12,076,855)

Ⅴ　展開戦略
　　令和元年度を始期とする後期基本計画では、最終年度である令和４年度までの目標を「幸せづく
  り活動が増えているまち」と定め、「健康づくりを通じた幸せづくりの加速」と「若者が定住でき
　る受け皿の確保」の２つの展開戦略を用いて、「幸福感を育む環境づくりの基盤づくり」の実現に
　取り組むこととしており、それらの取組みに対応した事業の展開を加速させるために、展開戦略を
　基にした事業の実施に努めることとしています。
　　事務事業実施にあたっての展開戦略の視点は以下のとおりとしています。

展開戦略の視点

健康づくりを通じた
幸せづくりの加速

健康づくりに関連する新たな取組

健康づくりに関連する視点を持った既存事業の新たな取組

政策の枠を超えた横断的な健康づくりの取組

若者が定住できる受
け皿の確保

子どもや子育て世代への支援

住環境の整備

地域への愛着の醸成につながる取組

地域産業の振興につながる取組

民間企業との連携協定に基づく取組

教育機関との連携による取組
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Ⅵ ページの見方 

基本的な構成は、「令和３年度実行計画書兼事業説明書」と同一です。 

  

「進捗率(％)」は、 

（R3達成値－基準値）÷（最終年度目標値－基準値）×100 

という計算式で算出されるため、設定した目標値によっては

100％を超える場合や、マイナスもしくはゼロとして表示される

場合があります。 

令和３年度当初に設定した基本施策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

後期基本計画策定時に設定した政策

目標に対し、令和３年度の達成値及

び達成状況を記載しています。 

政
策
に
関
す
る
部
分 

基
本
施
策
に
関
す
る
部
分 

各
事
業
に
関
す
る
部
分 

進捗状況の評価は、進捗率の計算結果から以下のように判定して

います。 

Ａ 順調に推移(100％以上） 

Ｂ 基本計画時より一定程度進展(50％以上、100％未満) 

Ⅽ 基本計画時より少しは進展(1％以上、50％未満) 

Ｄ 進展していない（0％もしくは進捗率がマイナス表示） 

令和３年度当初に設定した各事業の意図やねらいの要旨と、 

達成状況等をそれぞれ記載しています。 

10



 

 

 

 

 

令和３年度当初に設定した政策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

令和３年度における各基本施策の取組の結果を受け、 

後期基本計画期間内の方向性や課題について記載してい

ます。 

各事業における活動指標・投資指標について、令和３年度の実績・決算

額を表示しています。後期基本計画において新指標を設定している場合、

過去の実績値が０のものや過去の数値が記載されている場合がありま

す。 

政策目標の達成に向けた基本計画期間内の取り組み等

について、計画期間内を一貫した達成状況等を記載し

ています。 
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    名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

就学援助・就学奨励事業 【事業意図・ねらい】経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒の保護

者や特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者へ経済的支援

 

を行います。

【達成状況】就学援助費、特別支援教育就学奨励費を支給し、保護者の負担軽減

（義務的事業） 及び義務教育の円滑な実施が図られました。

継続区分 会計・款・項・目 令和3年度の事業概要（実績）
・就学援助

学

費継続 一般・10款・1項・3目
　要保護及

計

び準要保護児童生徒を

画

認定し、その保護者へ

の

学用品費、通学用品費

ビ

、
事    業   

ジ

 主    体 給食費

ョ

、医療費等を支給しま

ン

した。要保護2人、準

（

要保護770人　

教育

び

政

総務課 ・特別支援教育

策

就学奨励費

【滝沢市主

が

体】 　特別支援学級在

実

籍者について、世帯の

現

所得に応じて支弁区分

で

を決定し、支弁区

分に

き

応じて学用品費、通学

た

用品費、給食費等を支

と

給しました。対象者6

き

2人

に

の状態）

全ての世代が

よ

学びによる幸福感を育

り

めるよう、生涯にわた

充

って学びあい、学んだ

実

ことを生かせるととも

し

に、伝統文化・芸術

を

政 た

次世代に継承し、ふる

人

さとに愛着を持つこと

生

で、生きがいとやりが

を

いのある充実した人生

送

を送ることができるま

る

ちを目指

します。

政策

こ

目標値の達成状況

基準

と

値 上：戦略目標見込値

が

／下：達成値 目標値 進

で

捗状況No 政 策 目 標 指

策 き

数
平成30年度 令和元

る

年度 令和2年度 令和3

ま

年度 令和4年度 令和4

ち

年度 進捗率(%)

暮 子

 

どもの教育について、

基

学校、家庭、地域の連

本

携があると感じている

施

人の割合
1 ら 58.4

策

58.4 58.4 58

　

.4 58.4 Ｄ58.

　
０

4単 位 ％し 47.2

１

45.4 67.3 - -

 

0.0

幸 趣味や特技を

 

披露できる機会が地域

 

にある人の割合
2 18

生

20 22 25 25 Ｄ1

き

6.7単 位 ％福 19

生

.4 22.7 11.7

き

- - △60.2

と

基本施

　
学

策が４年間でめざす姿

習

・子どもたちが生き生

で

きと学習できる、居心

き

地の良い、安全・安心

る

な教育基盤の充実に努

教

めます。

・少子化、児

育

童生徒の偏在化を踏ま

基

え、中長期的な展望の

盤

もとに学校の適正規模

の

の在り方についての検

　
充

討に着手します。

・就

実

学機会を確保すべく経済的に困窮している世帯への支援を引き続き行うとともに、急速な情報化社会の進展に即応する

ために学校ＩＣＴ化に向けた環境整備を進めます。

・既存施設の修繕、長寿命化を

０

図るなど維持管理に努め、教育基盤のより一層の充実を目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和3年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

・経済的に困窮している世帯の就学機会

５

の機会均等のための支援継続

・学校の施設・設備の老朽化に対応した安全安心な教育施設の整備、学校ＩＣＴ化に向けた環境整備

【重点課題に対応した達成状況】

・経済的に困窮している世帯へ学用品費等の支援を行うこと

 

により、義務教育の円滑な実施が図られました。

・滝沢中学校校舎増築、篠木小学校放送設備改修、校内ＬＡＮネットワーク整備等により教育環境の改善が図られました。

事       業   
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令 報

善

心な教育施設の整備の

に

ため、感染症拡大防止

つ

対策を進めました。

令

い

和5年度方針策定に際

て

し、今後の方向性や引

は

継課題

Ｂ 課題あり

【今

、

後の方向性】

引き続き

鵜

基本施策の実現に向け

飼

、教育基盤の充実に関

小

する取組を進めます。

告

学

【引継課題】

・学校の

校

ＩＣＴ化に向けた環境

校

整備

・学校の施設、設

舎

備の老朽化への対応

・

の

少子化、児童生徒の偏

大

在化を踏まえた中長期

規

的な学校教育の在り方

模

の検討

改修

項  

平

を

     目 平成30

実

年度 令和元年度 令和2

施

年度 令和3年度 備  

す

     考

目 ○全体

る

事業期間活 支給人数 7

と

07 731 742 75

と

8   令和3年度～令

も

和6年度標
動 731 7

に

58 803 834値 単

市

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

成

内

特定財源

決   要保護

小

児童生徒援助費補助金

中

投 年度別事業費 69,

学

350 69,219 6

校

8,121 76,94

の

4   【国】(1/2

普

)、特別支援教育
  

通

就学奨励費補助金【国

教

】(1/2資 内 特定財

室

源 3,035 2,75

3

等

1 2,112 2,45

に

7
算   )、被災児童

空

生徒就学援助事
  業

調

費補助金【県】(10

設

/10)指 訳 一般財源

備

66,315 66,4

を

68 66,009 74

整

,487

額標 他団体事

備

業負担額

し

0

ました。また、学校の

年

放送設備の改修やトイ

度

レの洋式化を実施し、

～

環境整備の促進を図り

令

ました。

・体育施設に

和
和

ついては、東部体育館

3

の大規模改修を行うと

年

ともに、修繕等により

度

適切な維持管理に努め

（

ました。

・学校ＩＣＴ

単

化については、ＧＩＧ

位

Ａスクール構想に基づ

 

き、１人１台タブレッ

 

トの配備やネットワー

千

ク環境の整備を進め

ま

3

円

した。

・学校教育につ

）

いては、滝沢市学校教育指導計画に基づき、「正義」と「信頼」の学校づくりを進めました。

・学校給食については、地場産品等の活用を図りながら、安全安心な給食を提供しました。

・生涯学習につ

年

いては、「学びプランたきざわ」に基づき、生きがいが持てる学び

政

の環境の構築に努めま

策

した。

・文化芸術につ

目

いては、文化施設の環

標

境を整えるとともに、

の

学びの場の提供に努め

達

ました。

基本計画内の

成

取り組みと方針のうち

度

（

、令和3年度の重点課

実

題の達成（実現）状況

現

Ｂ 概ね達成した

【重点

）

課題】

・児童生徒の学

に

習環境の改善

・確かな

向

学力を育む教育の推進

け

・生涯学習推進施策の

た

展開

【重点課題に対す

基

る達成状況】

・学校の

本

放送設備改修やトイレ

事

計

の洋式化を進めるとと

画

もに、ネットワーク環

期

境を整備し学校ＩＣＴ

間

化の促進を図りました

内

。

・よくわかる授業づ

の

くりを進めるとともに

取

、授業と連動した家庭

り

学習の取組を推進しま

組

した。

・「学びプラン

み

たきざわ」に基づき、

業

と

全庁による学びの施策

方

を展開しました。

針

基

に

本施策目標の達成（実

つ

現）に向けた計画期間

い

内の取り組みと方針に

て

ついての達成（実現）

の

状況

Ｂ 概ね達成した

・

達

市内における少子化、

成

児童生徒の偏在を踏ま

実

（

え、中長期的な展望の

実

もと学校の適正規模の

現

在り方について、「滝

）

沢市の学

校教育の在り

状

方検討委員会」を設置

況

し、検討を進めました

Ｂ

。

・就学機会の機会均

概

等のため、経済的に困

ね

窮している世帯に対し

達

、継続して支援しまし

績

成

た。

・学校ＩＣＴ化に

し

向けて、教育用及び校

た

務用ＰＣや教育用タブ

・

レットを配備するとと

学

もに、校内ＬＡＮネッ

習

トワークの整備

を進め

環

ました。

・学校の施設

境

、設備の老朽化に対応

の

するため、施設改修を

改

進めました。

・安全安
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成

程による）及びその事

果

務に係る経費を補助し

や

ました。
事    業

効

    主    体

果

教育総務課

【他団体事

）

業主体】

滝沢市小中学

の

校文化体育連盟

達

事 

成

      業   

状

    名 事業の意図

 

況

やねらい（成果や効果

就

）の達成状況

小学校維

学

持管理事業 【事業意図

助

・ねらい】児童が良好

成

な教育環境で学校生活

事

を送るため、学校施設

業

の

維持管理を行います

【

。

【達成状況】学校施

事

設の維持管理を適切に

業

行いました。

継続区分

学

意

会計・款・項・目 令和

図

3年度の事業概要（実

・

績）
学校維持管理に必

ね

要な物品の購入、公共

ら

料金の支払い、施設の

い

点検作業等を実施継続

】

一般・10款・2項・

遠

1目
しました。

事  

距

  業    主  

離

  体
教育総務課

【滝

び

か

沢市主体】

ら

事   

通

    業     

学

  名 事業の意図やね

す

らい（成果や効果）の

る

達成状況

小学校校舎等

児

補修事業 【事業意図・

童

ねらい】小学校設置者

生

として、施設及び設備

徒

を常時適正な状態に維

に

の

持するよう補修工事を

保

実施します。

【達成状

護

況】児童の指導・保健

者

衛生・安全管理上、適

や

正な補修工事を実施し

、

まし

た。

継続区分 会計

罹

・款・項・目 令和3年

災

度の事業概要（実績）

し

小学校施設の維持に係

た

る補修工事を実施しま

よ

児

した。また、特別支援

童

学級の増加に継続 一般

生

・10款・2項・1目

徒

伴う空調設備の整備を

の

2校で実施し、感染症

保

対策として水栓改修工

護

事を全校で実
事   

者

 業    主   

の

 体 施しました。

教育

負

総務課

【滝沢市主体】

り

担を軽減し、就学を支

充

援します。

【達成状況

実

】遠距離通学費を支給

し

し、保護者の負担軽減

政 た

、義務教育の円滑な実

人

施

が図られました。

継

生

続区分 会計・款・項・

を

目 令和3年度の事業概

送

要（実績）
児童で4ｋ

る

ｍ以上、生徒で6ｋｍ

こ

以上の通学距離で、か

と

つ、交通機関を恒常的

が

に利継続 一般・10款

で

・1項・3目
用してい

策 き

る遠距離通学者の保護

る

者へ遠距離通学費を支

ま

給しました。
事   

ち

 業    主   

 

 体
教育総務課

【滝沢

基

市主体】

本

事    

施

   業      

策

 名 事業の意図やねら

　

い（成果や効果）の達

　
０

成状況

滝沢市教育研究

１

団体協議会交付金事業

 

【事業意図・ねらい】

 

市の教育研究団体(6

 

団体)相互の情報共有

生

を図り、学校教

育の調

き

査・研究と児童生徒の

生

文化体育活動を推進し

き

ます。

【達成状況】教

と

育研究団体相互の情報

　
学

交換を行い、学校教育

習

の調査・研究と児童

生

で

徒の文化体育活動を推

き

進しました。

継続区分

る

会計・款・項・目 令和

教

3年度の事業概要（実

育

績）
研究団体（滝沢市

基

教育研究会、滝沢市小

盤

学校体育連盟、滝沢市

の

中学校体育連盟、継続

　
充

一般・10款・1項・

実

3目
滝沢市学校図書館協議会、滝沢市視聴覚教育協議会、滝沢市学校保健会）6団体

事    業    主    体 相互の連絡調整・情報交換を行い、滝沢市の学校教育の調査・研究と児童生徒の

０

教育総務課 文化体育活動を推進しました。

【他団体事業主体】

滝沢

事

市教育研究団体協議会

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

滝

 

沢市小中学校文化体育

５

 

連盟補助事業 【事業意

業

図・ねらい】小中学校

 

の児童生徒が県大会以

 

上へ出場する際の旅費

 

を補

助することで、学

 

校教育における体育・

 

文化芸術活動の振興を

 

図ります。

【達成状況

 

】上記の大会出場旅費

名

を補助し、児童生徒の

 

事

体育・文化芸術活動の

業

振

興を図りました。

継

の

続区分 会計・款・項・

意

目 令和3年度の事業概

図

要（実績）
県大会以上

や

の各種大会に出場する

ね

児童生徒の旅費（滝沢

ら

市小中学校文化体育連

い

盟継続 一般・10款・

（

1項・3目
旅費支給規
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令 報

業

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

期

位 ○特定財源

決   新

間

型コロナウイルス感染

活

症対投 年度別事業費 7

支

,701 16,449

給

21,294 18,1

人

75   応地方創生臨

数

時交付金【国】
  資

4

内 特定財源 227 60

4

0 3,954
算   

 

告

8

 指 訳 一般財源 7,4

4

74 16,449 20

3

,694 14,221

0

額標 他団体事業負担額

421 416

平

  令和3年度～令和

成

6年度標
動 419 41

3

5 390 409値 単 位

0

人

／指
実

標 績 単 位

決投

年

年度別事業費 12,1

度

71 12,530 12

～

,191 12,669

令

資 内 特定財源
算

指 訳 一

和
和

般財源 12,171 1

3

2,530 12,19

年

1 12,669

額標 他

度

団体事業負担額

（単位

項       目

 

平成30年度 令和元年

 

度 令和2年度 令和3年

千

度 備       考

3

円

目 ○全体事業期間活 研

）

修会・講習会等実施回数 12 12 12 12   令和3年度～令和6年度標
動 12 12 12 12値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 3,384 3,384 3,384 3,384

資 内 特定財源
算

指 訳

年

一般財源 3,384 3,384 3,384 3,384

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全

度

体事業期間活 出場人数 1,220 1,220 1,220 1,210   令和3年度～令和6年度標
動 1,211 1,212 414 75

項

2値 単 位 人

／指
実

標 績

 

単 位

決投 年度別事業費

 

4,732 5,679

 

514 3,741

資 内

事

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 4,732 5,67

 

9 514 3,741

額

 

標 他団体事業負担額

目 平成

項      

3

 目 平成30年度 令和

0

元年度 令和2年度 令和

年

3年度 備      

業

度

 考

目 ○全体事業期間

令

活 維持管理学校数 8 9

和

9 9   令和3年度～

元

令和6年度標
動 8 9 9

年

9値 単 位 校

／指
実

標 績

度

単 位 ○特定財源

決   

令

防音事業関連維持事業

和

補助金投 年度別事業費

2

82,699 97,3

年

28 93,004 96

実

度

,514   【国】、

令

教育実習受入金・篠
 

和

 木小学童水道使用料

3

【その他資 内 特定財源

年

348 385 585 1

度

87
算   】

  指 訳

備

一般財源 82,351

 

96,943 92,4

 

19 96,327

額標

 

他団体事業負担額

績

   

項       

 

目 平成30年度 令和元

考

年度 令和2年度 令和3

目

年度 備       

○

考

目 ○全体事業期間活

全

補修工事学校数 8 9 9

体

9   令和3年度～令

事

和6年度標
動 8 9 9 9
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成

教室等に整備している

果

パソコン及

び周辺機器

や

が、授業等で良好に活

効

用できるように保守管

果

理を行い、安定したシ

）

ス

テム環境を維持しま

の

す。

【達成状況】パソ

達

コン機器、ネットワー

成

クにおいて保守管理を

状

行いました。

継続区分

 

況

会計・款・項・目 令和

小

3年度の事業概要（実

学

績）
小学校７校におけ

校

る原契約の教育用パソ

備

コン保守管理、使用料

品

の継続に加え、タ継続

購

一般・10款・2項・

入

2目
ブレット端末、無

事

線LANネットワーク

業

環境等の保守管理を行

学

【

いました。
事    

事

業    主    

業

体
教育総務課

【滝沢市

意

主体】

図

事     

・

  業       

ね

名 事業の意図やねらい

ら

（成果や効果）の達成

い

状況

小学校教育用コン

】

ピュータ整備事業 【事

び

児

業意図・ねらい】必要

童

な情報図機器、ソフト

が

ウェア等の充実を図る

良

ことで、

児童が活用方

好

法に慣れ親しみ、社会

な

生活の中で正しい活用

環

方法を修得します。

【

境

達成状況】管理上必要

で

なソフトウェア等を更

学

新しました。

継続区分

に

校

会計・款・項・目 令和

生

3年度の事業概要（実

活

績）
滝沢小学校のウイ

を

ルス対策ソフト等を更

送

新しました。継続 一般

る

・10款・2項・2目

た

事    業    

め

主    体
教育総務

に

課

【滝沢市主体】

必

よ

要な備品の整

備を図り

り

ます。

【達成状況】事

充

前ヒアリングにより要

実

望のあった管理備品に

し

ついて整備しました

。

政 た

継続区分 会計・款・項

人

・目 令和3年度の事業

生

概要（実績）
学校から

を

要望のあった維持管理

送

用備品、滝沢第二小学

る

校の机・椅子、滝沢小

こ

学校継続 一般・10款

と

・2項・1目
のトラク

が

ター及び滝沢小学校の

で

軽貨物自動車を購入し

策 き

ました。
事    業

る

    主    体

ま

教育総務課

【滝沢市主

ち

体】

 

事      

基

 業       名

本

事業の意図やねらい（

施

成果や効果）の達成状

策

況

小学校放送設備改修

　

事業 【事業意図・ねら

　
０

い】小学校設置者とし

１

て老朽化した放送設備

 

の改修工事を実施

して

 

、児童の指導上、保健

 

衛生上及び管理上適切

生

なものにします。

【達

き

成状況】放送設備の改

生

修（更新）工事が完了

き

しました。

継続区分 会

と

計・款・項・目 令和3

　
学

年度の事業概要（実績

習

）
篠木小学校の放送設

で

備の改修（更新）工事

き

を実施しました。継続

る

一般・10款・2項・

教

1目

事    業  

育

  主    体
教育

基

総務課

【滝沢市主体】

盤の

事       業

　
充

       名 事業

実

の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

教育委託事業 【事業意図・ねらい】盛岡市立月が丘小学校及び盛岡市城北小学校の近隣に在住

する学齢児童が、それらの学校に通学できるようにします。

【達

０

成状況】上記小学校へ通学でき、通学距離の短縮及び通学の安全が

事

図られま

した。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

 

和3年度の事業概要（

 

実績）
滝沢市穴口地内

 

の滝沢市教育委員会が

 

指定する区域に住所を

 

有し、かつ、保護者継

５

 

続 一般・10款・2項

業

・2目
が盛岡市立学校

 

への就学を希望する学

 

齢児童について、義務

 

教育に関する事務の
事

 

    業    主

 

    体 管理及び執

 

行を盛岡市教育委員会

 

へ委託し、それに係る

名

経費を負担しました。

 

事

教育総務課

【協働事業

業

】

盛岡市

の

事    

意

   業      

図

 名 事業の意図やねら

や

い（成果や効果）の達

ね

成状況

小学校教育用コ

ら

ンピュータ管理事業 【

い

事業意図・ねらい】各

（

小学校のコンピュータ

16



令 報

業

ウェア等更新学校数
動

期

0 2 1 1値 単 位 校

／指

間

実
標 績 単 位 ○特定財源

活

決   特定防衛施設周

備

辺整備調整交投 年度別

品

事業費 13,981 5

整

,015 159   付

備

金【国】
  資 内 特定

学

財源 6,744
算   

校

  指 訳 一般財源 7,

告

数

237 5,015 15

8

9

額標 他団体事業負担

9

額

9 9   令和3

平

年度～令和6年度標
動

成

8 9 9 9値 単 位 校

／指

3

実
標 績 単 位 ○特定財源

0

決   特定防衛施設周

年

辺整備調整交投 年度別

度

事業費 3,548 6,

～

385 11,541 1

令

8,137   付金【

和
和

国】
  資 内 特定財源

3

8,918 12,61

年

3
算   

  指 訳 一般

度

財源 3,548 6,3

（

85 2,623 5,5

単

24

額標 他団体事業負

位

担額

  

項   

千

    目 平成30年

3

円

度 令和元年度 令和2年

）

度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 放送設備改修工事実施校数 0 0 0 1   令和3年度～令和6年度標
動 0 0 0 1値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   特定防衛施設周辺整備調整

年

交投 年度別事業費 10,484   付金【国】
  資 内 特定財源 8,600

算   
  指 訳 一般財源 1,884

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令

度

和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 委託人数 40 16 10 4   令和3年度～令和6年度標
動 32

項

16 10 4値 単 位 人

／

 

指
実

標 績 単 位

決投 年度

 

別事業費 4,015 2

 

,058 1,208 6

事

 

68

資 内 特定財源
算

指

 

訳 一般財源 4,015

 

2,058 1,208

 

668

額標 他団体事業

目

負担額

平成

項  

3

     目 平成30

0

年度 令和元年度 令和2

年

年度 令和3年度 備  

業

度

     考

目 ○全体

令

事業期間活 保守管理学

和

校数 6 7 7 7   令和

元

3年度～令和6年度標

年

動 6 7 7 7値 単 位 校

／

度

指
実

標 績 単 位 ○特定財

令

源

決   公立学校情報

和

機器整備費補助投 年度

2

別事業費 1,616 2

年

,726 2,639 6

実

度

,153   金【国】

令

（1/2）、新型コロ

和

  ナウイルス感染症

3

対応地方創資 内 特定財

年

源 2,686
算   生

度

臨時交付金【国】
  

備

指 訳 一般財源 1,61

 

6 2,726 2,63

 

9 3,467

額標 他団

 

体事業負担額

績

   

項       目 平

 

成30年度 令和元年度

考

令和2年度 令和3年度

目

備       考

目

○

○全体事業期間活 教育

全

用パソコン更新及びソ

体

フト 0 2 1 1   令和

事

3年度～令和6年度標
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成

（実績）
改修工事実施

果

に向け、特定財源や工

や

事費、工事内容等の調

効

査を実施しました。調

果

査 一般・10款・3項

）

・1目

事    業 

の

   主    体
教

達

育総務課

【滝沢市主体

成

】

状

事       

 

況

業       名 事

中

業の意図やねらい（成

学

果や効果）の達成状況

校

中学校教育用コンピュ

維

ータ管理事業 【事業意

持

図・ねらい】各中学校

管

のコンピュータ教室等

理

に整備しているパソコ

事

ン及

び周辺機器が、授

業

業等で良好に活用でき

学

【

るように保守管理を行

事

い、安定したシス

テム

業

環境を維持します。

【

意

達成状況】パソコン機

図

器、ネットワークにお

・

いて保守管理を行いま

ね

した。

継続区分 会計・

ら

款・項・目 令和3年度

い

の事業概要（実績）
中

】

学校6校における原契

び

生

約の教育用パソコン保

徒

守管理、使用料の継続

が

に加え、タ継続 一般・

良

10款・3項・2目
ブ

好

レット端末、無線LA

な

Nネットワーク環境等

教

の保守管理を行いまし

育

た。
事    業  

環

  主    体
教育

境

総務課

【滝沢市主体】

に

で学校生活を送るため

よ

、学校施設の

維持管理

り

を行います。

【達成状

充

況】学校施設の維持管

実

理を適切に行いました

し

。

継続区分 会計・款・

政 た

項・目 令和3年度の事

人

業概要（実績）
学校維

生

持管理に必要な物品の

を

購入、公共料金の支払

送

い、施設の点検作業等

る

を実施継続 一般・10

こ

款・3項・1目
しまし

と

た。
事    業  

が

  主    体
教育

で

総務課

【滝沢市主体】

策 きる

事       業

ま

       名 事業

ち

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

中

基

学校校舎等補修事業 【

本

事業意図・ねらい】中

施

学校設置者として、施

策

設及び設備を常時適正

　

な状態に維

持するよう

　
０

補修工事を実施します

１

。

【達成状況】生徒の

 

指導・保健衛生・安全

 

管理上、適正な補修工

 

事を実施しまし

た。

継

生

続区分 会計・款・項・

き

目 令和3年度の事業概

生

要（実績）
中学校施設

き

の維持に係る補修工事

と

を実施しました。また

　
学

、感染症対策として水

習

栓継続 一般・10款・

で

3項・1目
改修工事を

き

全校で実施しました。

る

事    業    

教

主    体
教育総務

育

課

【滝沢市主体】

基

事

盤

       業  

の

     名 事業の意

　
充

図やねらい（成果や効

実

果）の達成状況

中学校備品購入事業 【事業意図・ねらい】生徒が良好な環境の中で学校生活を送るために必要な備品

の整備を図ります。

【達成状況】事前ヒアリングにより要望があった管理備品につい

０

て整備しました

。

継続区分 会計・款・項・目 令和3年度の事業概要

事

（実績）
学校から要望

 

のあった維持管理用備

 

品及び滝沢南中学校の

 

机・椅子を購入しまし

 

継続 一般・10款・3

 

項・1目
た。

事   

 

 業    主   

５

 

 体
教育総務課

【滝沢

業

市主体】

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

中学校放送設備

 

改修事業 【事業意図・

 

ねらい】中学校設置者

名

として老朽化した放送

 

事

設備の改修工事を実施

業

して、生徒の指導上、

の

保健衛生上及び管理上

意

適切なものにします。

図

【達成状況】事業実施

や

に向け、特定財源や工

ね

事費、工事内容の調査

ら

を実施しまし

た。

継続

い

区分 会計・款・項・目

（

令和3年度の事業概要
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令 報

業

度 令和2年度 令和3年

期

度 備       考

間

目 ○全体事業期間活 保

活

守管理学校数 6 6 6 6

維

  令和3年度～令和

持

6年度標
動 6 6 6 6値

管

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

理

○特定財源

決   公立

学

学校情報機器整備費補

校

助投 年度別事業費 1,

告

数

811 2,324 2,

4

476 5,293   

4

金【国】（1/2）、

4

新型コロ
  ナウイル

4

ス感染症対応地方創資

 

内 特定財源 2,288

 

算   生臨時交付金【

令

国】
  指 訳 一般財源

和

1,811 2,324

3

2,476 3,005

平

年

額標 他団体事業負担額

度～令和6年度標
動

成

4 4 4 4値 単 位 校

／指

3

実
標 績 単 位 ○特定財源

0

決   防音事業関連維

年

持事業補助金投 年度別

度

事業費 46,136 4

～

7,652 51,73

令

5 49,929   【

和
和

国】、教育実習受入金

3

【そ
  の他】資 内 特

年

定財源 237 184 2

度

69 50
算   

  指

（

訳 一般財源 45,89

単

9 47,468 51,

位

466 49,879

額

 

標 他団体事業負担額

 千

3

円

項      

）

 目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 補修工事学校数 4 4 4 4   令和3年度～令和6年度標
動 4 4 4 4値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   

年

新型コロナウイルス感染症対投 年度別事業費 6,061 4,565 15,256 8,781   応地方創生臨時交付金【国】
  資 内 特定財源 300 2,952

算   
  指 訳 一般財源 6,061 4,565 14,956 5

度

,829

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和

項

2年度 令和3年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 備品整備

 

学校数 6 6 6 6   令

事

 

和3年度～令和6年度

 

標
動 6 6 6 6値 単 位 校

 

／指
実

標 績 単 位 ○特定

 

財源

決   特定防衛施

目

設周辺整備調整交投 年

平

度別事業費 4,657

成

10,542 5,97

3

6 6,306   付金

0

【国】
  資 内 特定財

年

源 1,600 4,80

業

度

0 3,436 3,52

令

5
算   

  指 訳 一般

和

財源 3,057 5,7

元

42 2,540 2,7

年

81

額標 他団体事業負

度

担額

令和

項   

2

    目 平成30年

年

度 令和元年度 令和2年

実

度

度 令和3年度 備   

令

    考

目 ○全体事

和

業期間活 放送設備改修

3

工事実施校数 0 0 1 0

年

  令和3年度～令和

度

6年度標
動 0 0 1 0値

備

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

 

○特定財源

決   特定

 

防衛施設周辺整備調整

 

交投 年度別事業費 15

績

 

,921   付金【国

 

】
  資 内 特定財源 1

 

1,500
算   

  

 

指 訳 一般財源 4,42

考

1 ＜調査事業＞

額標 他

目

団体事業負担額

○全体

項       目

事

平成30年度 令和元年
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成

が発生しているため、

果

児童が安

全にプールを

や

使用できるように改修

効

工事を実施し、教育環

果

境の整備を図ります。

）

【達成状況】事業実施

の

に向けた改修基本計画

達

策定のための検討業務

成

実施について

、検討を

状

行いました。

継続区分

 

況

会計・款・項・目 令和

中

3年度の事業概要（実

学

績）
改修工事実施に向

校

け、特定財源や工事費

教

、工事内容等の調査を

育

行い、改修基本計調査

用

一般
画策定に向けた検

コ

討業務の実施について

ン

、検討を行いました。

ピ

事    業    

学

ュ

主    体
教育総務

ー

課

【滝沢市主体】

タ

事

整

       業  

備

     名 事業の意

事

図やねらい（成果や効

業

果）の達成状況

中学校

【

便所改修事業 【事業意

事

図・ねらい】中学校設

業

置者として、老朽化し

び

意

た便所の補修工事、洋

図

式化

を実施して生徒の

・

指導上、保健衛生上及

ね

び管理上適切なものに

ら

します。

【達成状況】

い

事業実施に向け、特定

】

財源や工事費、工事内

必

容等の調査を実施しま

要

した。

継続区分 会計・

な

款・項・目 令和3年度

に

情

の事業概要（実績）
改

報

修工事実施に向け、特

機

定財源や工事費、工事

器

内容等の調査を進めま

、

した。調査 一般

事  

ソ

  業    主  

フ

  体
教育総務課

【滝

ト

沢市主体】

ウェ

よ

ア等の充実を図ること

り

で、生

徒が活用方法に

充

慣れ親しみ、社会生活

実

の中で正しい活用方法

し

を修得します。

【達成

政 た

状況】管理上必要なソ

人

フトウェア等を更新し

生

ました。

継続区分 会計

を

・款・項・目 令和3年

送

度の事業概要（実績）

る

柳沢小中学校のウィル

こ

ス対策ソフト等を更新

と

しました。継続 一般・

が

10款・3項・2目

事

で

    業    主

策 き

    体
教育総務課

る

【滝沢市主体】

ま

事 

ち

      業   

 

    名 事業の意図

基

やねらい（成果や効果

本

）の達成状況

滝沢中学

施

校校舎増築事業 【事業

策

意図・ねらい】滝沢中

　

学校学区内の宅地造成

　
０

により生徒数が増加し

１

ており

、教室不足が見

 

込まれるため、校舎を

 

増築し教室不足の解消

 

を図ります。

【達成状

生

況】滝沢中学校校舎の

き

増築工事を実施しまし

生

た。

継続区分 会計・款

き

・項・目 令和3年度の

と

事業概要（実績）
滝沢

　
学

中学校校舎増築工事が

習

完了しました。新規 一

で

般・10款・3項・3

き

目
・校舎増築（3階建

る

て、鉄骨造、普通教室

教

3室）
事    業 

育

   主    体 ・

基

ピロティ改修（会議室

盤

へ転用）

教育総務課 ・

の

駐輪場設置

【滝沢市主

　
充

体】 ・管理備品購入

実

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

要保護・準要保護医療事業 【事業意図・ねらい】要保護・準要保護児童生徒が、健康な体で安

０

心して就学で

きるよう支援します。

【達成状況】学校検診等で発見

事

された疾病に対し医療

 

券を発行し治療を促す

 

こと

（義務的事業） に

 

よって、義務教育の円

 

滑な実施が図られまし

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 令和3年度の

５

 

事業概要（実績）
学校

業

保健安全法施行令に規

 

定する疾病の治療に要

 

する費用を負担し、要

 

保護及び継続 一般・1

 

0款・6項・1目
準要

 

保護児童生徒が健康な

 

体で安心して就学でき

 

るように支援しました

名

。
事    業   

 

事

 主    体
教育総

業

務課

【滝沢市主体】

の意

事       業 

図

      名 事業の

や

意図やねらい（成果や

ね

効果）の達成状況

小学

ら

校プール改修事業 【事

い

業意図・ねらい】経年

（

劣化による塗装剥離等
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令 報

業

75 75値 単 位 ％

／指

期

校舎便器洋式化率 52

間

32 84 84
実

標 32

活

.7 32.7 84.3

教

84.3績 単 位 ％

決投

育

年度別事業費

資 内 特定

用

財源
算

指 訳 一般財源 ＜

パ

調査事業＞

額標 他団体

ソ

事業負担額

コ

告

ン更新及びソフト 3 2

平

1 1   令和3年度～

成

令和6年度標 ウェア等

3

更新学校数
動 3 2 1 1

0

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

年

位 ○特定財源

決   特

度

定防衛施設周辺整備調

～

整交投 年度別事業費 1

令

9,874 8,221

和
和

2,313 95   付

3

金【国】
  資 内 特定

年

財源 6,260 5,1

度

20
算   

  指 訳 一

（

般財源 13,614 3

単

,101 2,313 9

位

5

額標 他団体事業負担

 

額

 千

項    

3

円

   目 平成30年度

）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 増築校舎建設 0 0 0 1   令和3年度～令和3年度標
動 0 0 0 1値 単 位 棟

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   公立学校施設整備費

年

負担金【投 年度別事業費 187,085   国】(1/2)、学校教育施設等
  整備事業債資 内 特定財源 155,824

算   
  指 訳 一般財源 31,261 ＜新規事業＞

額標 他団体事業負担額

度

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活

項

被治療者数 87 87 8

 

7 87   令和3年度

 

～令和6年度標
動 88

 

73 53 43値 単 位 人

事

 

／指
実

標 績 単 位 ○特定

 

財源

決   要保護児童

 

生徒援助費補助金投 年

 

度別事業費 718 50

目

0 438 278   【

平

国】（1/2）
  被

成

災児童生徒就学援助事

3

業費資 内 特定財源 82

0

10
算   補助金【県

年

】（10/10）
  

業

度

指 訳 一般財源 636 4

令

90 438 278

額標

和

他団体事業負担額

元年度

項       

令

目 平成30年度 令和元

和

年度 令和2年度 令和3

2

年度 備       

年

考

目 ○全体事業期間活

実

度

プール改修工事実施校

令

数 1 1 0 0   令和3

和

年度～令和6年度標
動

3

0 0 0 0値 単 位 校

／指

年

実
標 績 単 位

決投 年度別

度

事業費

資 内 特定財源
算

備

指 訳 一般財源 <調査事

 

業>

額標 他団体事業負

 

担額

 

績

 

項   

 

    目 平成30年

 

度 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 備   

考

    考

目 ○全体事

目

業期間活 全体便器洋式

○

化率（校舎、体育 0 0

全

75 75   令和3年

体

度～令和6年度標 館、

事

武道場、屋外）
動 0 0
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成

況】事業実施に向け、

果

特定財源や工事費、工

や

事内容等の調査を実施

効

しま

した。

継続区分 会

果

計・款・項・目 令和3

）

年度の事業概要（実績

の

）
改修工事実施に向け

達

、特定財源や工事費、

成

工事内容等の調査を進

状

めました。調査 一般

事

 

況

    業    主

中

    体
教育総務課

学

【滝沢市主体】

校

事 

プ

      業   

ー

    名 事業の意図

ル

やねらい（成果や効果

改

）の達成状況

新設校整

修

備事業 平成30年度事

事

業実績報告書参照

（重

学

業

点事業）

継続区分 会計

【

・款・項・目 令和3年

事

度の事業概要（実績）

業

平成30年度完了事業

意

完了 ―

事    業 

図

   主    体
教

・

育総務課

【滝沢市主体

ね

】

らい

び

】経年劣化による塗装

に

剥離等が発生している

よ

ため、生徒が安

全にプ

り

ールを使用できるよう

充

に改修工事を実施し、

実

教育環境の整備を図り

し

ます。

【達成状況】事

政 た

業実施に向けた改修基

人

本計画策定のための検

生

討業務実施について

、

を

検討を行いました。

継

送

続区分 会計・款・項・

る

目 令和3年度の事業概

こ

要（実績）
改修工事実

と

施に向け、特定財源や

が

工事費、工事内容等の

で

調査を行い、改修基本

策 き

計調査 一般
画策定に向

る

けた検討業務の実施に

ま

ついて、検討を行いま

ち

した。
事    業 

 

   主    体
教

基

育総務課

【滝沢市主体

本

】

施

事       

策

業       名 事

　

業の意図やねらい（成

　
０

果や効果）の達成状況

１

小学校屋根・外壁等改

 

修事業 【事業意図・ね

 

らい】経年劣化により

 

大規模な修繕が必要と

生

なっている校舎・体

育

き

館の屋根、外壁等の改

生

修を行い、教育環境の

き

改善を図ります。

【達

と

成状況】事業実施に向

　
学

けて、現状把握や特定

習

財源の調査を実施しま

で

した。

継続区分 会計・

き

款・項・目 令和3年度

る

の事業概要（実績）
改

教

修工事実施に向け、特

育

定財源や工事費、工事

基

内容等の調査を進めま

盤

した。調査 一般

事  

の

  業    主  

　
充

  体
教育総務課

【滝

実

沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

中学校屋根・外壁等改修事業 【事業意図・ねらい】経年劣化により大規模な修繕

０

が必要となっている校舎・体

育館の屋根、外壁等の改修を行い、教

事

育環境の改善を図りま

 

す。

【達成状況】事業

 

実施に向けて、現状把

 

握や特定財源の調査を

 

実施しました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

 

和3年度の事業概要（

５

 

実績）
改修工事実施に

業

向け、特定財源や工事

 

費、工事内容等の調査

 

を進めました。調査 一

 

般

事    業   

 

 主    体
教育総

 

務課

【滝沢市主体】

  

事       業 

名

      名 事業の

 

事

意図やねらい（成果や

業

効果）の達成状況

小学

の

校便所改修事業 【事業

意

意図・ねらい】小学校

図

設置者として、老朽化

や

した便所の補修工事、

ね

洋式化

を実施して、児

ら

童の指導上、保健衛生

い

上及び管理上適切なも

（

のにします。

【達成状
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令 報

業期間活 プール改修工

告

事実施校数 1 1 0 0  

平

 令和3年度～令和6

成

年度標
動 0 0 0 0値 単

3

位 校

／指
実

標 績 単 位

決

0

投 年度別事業費

資 内 特

年

定財源
算

指 訳 一般財源

度

<調査事業>

額標 他団

～

体事業負担額

令
和

和3

項       目 平

年

成30年度 令和元年度

度

令和2年度 令和3年度

（

備       考

目

単

○全体事業期間活 屋根

位

・外壁改修工事実施校

 

数 1 1 1 0   令和3

 

年度～令和6年度標
動

千

0 1 1 0値 単 位 校

／指

3

円

実
標 績 単 位 ○特定財源

）

決   学校施設環境改善交付金【国投 年度別事業費 8,068 89,630   】
  資 内 特定財源 5,500 88,834

算   
  指 訳 一般財源 2,568 796 ＜調査事業＞

額標 他団体事業負担

年

額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 屋根・外壁改修工事実施校数 0 0 0 0   令和3年度～令和

度

6年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <調査事業>

額標 他団体事業負担額

項  

項       目

 

平成30年度 令和元年

事

 

度 令和2年度 令和3年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 全

 

体便器洋式化率（校舎

目

、体育 0 0 85 85  

平

 令和3年度～令和6

成

年度標 館、武道場、屋

3

外）
動 0 0 85 85値

0

単 位 ％

／指 校舎便器洋

年

式化率 94 94 94 9

業

度

5
実

標 94.83 95

令

.6 95.6 95.6

和

績 単 位 ％

決投 年度別事

元

業費

資 内 特定財源
算

指

年

訳 一般財源 <調査事業

度

>

額標 他団体事業負担

令

額

和2

項    

年

   目 平成30年度

実

度

令和元年度 令和2年度

令

令和3年度 備    

和

   考

目 ○全体事業

3

期間活 滝沢中央小学校

年

の開校 0   平成24

度

年度～平成30年度標

備

動 0値 単 位 校

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 1,740,823

 

資 内 特定財源 1,74

績

 

0,823
算

指 訳 一般

 

財源

額標 他団体事業負

 

担額

 考

目 ○全体事
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   学びにより充実し政 た人生を送ることがで策 きるまち
 基本施策　

　
０１   生き生きと

　
学習できる教育基盤の

　
充実

小    

０

          

５

          

 

     計
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令 報

017,364 393

告

,173 313,02

平

6 504,795

資 内

成

特定財源 1,758,

3

112 108,828

0

27,720 195,

年

136
算

指 訳 一般財源

度

259,252 284

～

,345 285,30

令

6 309,659

額標

和
和

他団体事業負担額

3年度

（単位  千

3

円）

年度

項       目

事

平成30年度 令和元年

業

度 令和2年度 令和3年

実

度 備       考

績

決投 年度別事業費 2,

25



  

信

滝沢市いじめ防止等対

頼

策協議会の開催
事  

」

  業    主  

の

  体
学校教育指導課

学

【滝沢市主体】

校

事 

を

      業   

掲

    名 事業の意図

げ

やねらい（成果や効果

、

）の達成状況

国際理解

 

子

推進事業 【事業意図・

ど

ねらい】国際化時代を

も

生きる児童生徒に対し

た

、国際理解の推進及び

ち

英語力の向上を図りま

が

す。また、小学校3・

安

4年の外国語活動、5

心

・6年の外国語の

必修

し

化に伴い外国語活動へ

て

の支援を行います。

【

学

生

達成状況】各学校の国

き

際理解教育と外国語教

生

育の充実が図られまし

き

た。

継続区分 会計・款

と

・項・目 令和3年度の

生

事業概要（実績）
各小

活

中学校において、ＡＬ

で

Ｔ（外国語指導助手）

き

による小中学校の外国

る

語教育の継続 一般・1

び

学

0款・1項・2目
授業

校

をサポートを行うこと

づ

により、国際理解教育

く

と外国語教育の充実が

り

図られま
事    業

を

    主    体

目

した。

学校教育指導課

指

【滝沢市主体】

しま

に

す。また、「生きる力

よ

」を育てる学習指導要

り

領の趣旨を踏まえ、滝

充

沢市学校教育目標「明

実

るく　かしこく　たく

し

ましい子ど

も」を育成

政 た

するため、確かな学力

人

を育む教育の推進、豊

生

かな人間性や社会性の

を

育成、健康・安全活動

送

の支援の充実を図る中

る

で、子どもたちが学び

こ

による幸福感を味わえ

と

るような学校教育を目

が

指します。

基本計画期

で

間内の取り組みと方針

策 き

のうち、令和3年度の

る

重点課題の達成（実現

ま

）状況

Ｂ 概ね達成した

ち

【重点課題】

確かな学

 

力を育む教育の推進

【

基

重点課題に対する達成

本

状況】

　学力検査等に

施

よる実態把握と分析、

策

分析に基づいたわかる

　

授業の推進、授業と連

　
０

動した家庭学習の充実

２

が図られており、

概ね

 

目標値を達成していま

 

す。

　

 

事     

「

  業       

生

名 事業の意図やねらい

き

（成果や効果）の達成

る

状況

派遣指導主事設置

力

事務 【事業意図・ねら

　
」

い】生徒指導、教職員

を

の研修等に関する業務

育

を行い、学校教育

の充

て

実を図ります。

【達成

る

状況】生徒指導、教職

学

員研修等の業務を行い

校

、学校教育の充実が図

教

られま

（義務的事業）

育

した。

継続区分 会計・

の

款・項・目 令和3年度

　
充

の事業概要（実績）
教

実

員の指導力向上や生徒指導の充実を目指し、学校における教育課程及び学習指継続 一般・10款・1項・2目
導の方法等について実践的な研究を行い、市内小中学校を学校訪問しながら専門

事    

０

業    主    体 的立場から助言し、

基

学校教育の充実・改善

本

を図りました。

学校教

施

育指導課

【滝沢市主体

策

】

が

事       

４

業       名 事

年

業の意図やねらい（成

間

果や効果）の達成状況

５

で

学校教育指導事業 【事

め

業意図・ねらい】学校

ざ

教育現場の経験を有す

す

る学校教育専門員を配

姿

置し、学

力向上・不登

目

校児童生徒対策・特別

指

支援教育の向上を図り

す

ます。

【達成状況】専

学

門員が保護者・教職員

校

の相談に応じ、学力向

 

像

上・不登校児童生徒

対

と

策・特別支援教育の向

し

上が図られました。

継

て

続区分 会計・款・項・

「

目 令和3年度の事業概

正

要（実績）
・学校教育

義

専門員を配置し、児童

」

生徒の教育活動のサポ

と

ートを実施継続 一般・

「

10款・1項・2目
・
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令 報

を

財源 6,804 6,8

育

16 9,523 10,

む

080

額標 他団体事業

教

負担額

育の

項  

推

     目 平成30

進

年度 令和元年度 令和2

」

年度 令和3年度 備  

に

     考

目 ○全体

告

つ

事業期間活 小学校訪問

い

回数 370 370 40

て

0 500   令和3年

は

度～令和6年度標
動 3

、

41 316 478 46

わ

6値 単 位 回

／指 中学校

か

訪問回数 50 50 10

る

0 100
実

標 78 68

授

115 116績 単 位 回

業

決投 年度別事業費 10

平

の

,083 10,203

推

15,444 15,4

進

44

資 内 特定財源
算

指

及

訳 一般財源 10,08

び

3 10,203 15,

家

444 15,444

額

庭

標 他団体事業負担額

学習の

成

充実を図るため、新学

3

習指導要領の趣旨

を踏

0

まえた授業改善や人的

年

支援に係る事業を実施

度

し、教員の指導力の向

～

上と学習環境の整備を

令

目指しました。

・「豊

和
和

かな人間性や社会性の

3

育成」については、道

年

徳教育の充実と特別支

度

援教育の充実をを図る

（

ため、道徳教育に係る

単

公開

講座を実施したり

位

、支援員を配置するな

 

ど、教員の指導力の向

 

上と支援体制の充実を

千

目指しました。

・「健

3

円

康・安全活動の支援」

）

については、児童生徒の登下校中の安全を確保するため、通学路の点検やスクールガードによ

る見守り活動を組織的に実施したり、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、健康診断や学校環境衛

年

生検査等を適正

に実施したりして、健康かつ安心して学べる環境づ

基

くりの充実を目指しま

本

した。

令和5年度方針

施

策定に際し、今後の方

策

向性や引継課題

Ｂ 課題

目

あり

【今後の方向性】

標

引き続き「確かな学力

の

を育む教育」が推進さ

度

達

れるように、教員の指

成

導力向上と人的支援に

（

係る取組の充実を目指

実

します。

【引継課題】

現

「確かな学力を育む教

）

育の推進」「豊かな人

に

間性や社会性の育成」

向

「健康・安全活動の支

け

援」の３つの施策を実

た

施すること

により、滝

事

計

沢市学校教育目標「明

画

るく　かしこく　たく

期

ましい子ども」の育成

間

を図ります。

内の取

項       目 平

り

成30年度 令和元年度

組

令和2年度 令和3年度

み

備       考

目

業

と

○全体事業期間活 校内

方

研究会 50 50 50 5

針

0   令和3年度～令

に

和6年度標
動 51 51

つ

43 66値 単 位 回

／指

い

実
標 績 単 位

決投 年度別

て

事業費 6,746 4,

の

960 6,328 5,

達

213

資 内 特定財源
算

成

指 訳 一般財源 6,74

実

（

6 4,960 6,32

実

8 5,213

額標 他団

現

体事業負担額

）状況

項       目 平

Ｂ

成30年度 令和元年度

概

令和2年度 令和3年度

ね

備       考

目

達

○全体事業期間活 学校

績

成

教育専門員数 3 3 4 4

し

  令和3年度～令和

た

6年度標
動 3 3 4 4値

・

単 位 人

／指 いじめ防止

「

等対策協議会 2 2 2 2

確

実
標 2 2 1 1績 単 位 回

か

決投 年度別事業費 6,

な

804 6,816 9,

学

523 10,080

資

力

内 特定財源
算

指 訳 一般
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成

盟負担金 8千円
事 

果

   業    主 

や

   体 ・岩手地区芽

効

ぐみの会負担金 8千

果

円

学校教育指導課 ・岩

）

手県難聴言語障害教育

の

研究会負担金 15千

達

円

【滝沢市主体】 ・岩

成

手県特別支援学級設置

状

学校長協議会負担金 

 

況

27千円

・修学旅行キ

ラ

ャンセル料　1,41

ー

1千円

ニ

事     

ン

  業       

グ

名 事業の意図やねらい

・

（成果や効果）の達成

サ

状況

学力向上・指導力

ポ

向上事業 【事業意図・

ー

ねらい】児童生徒の学

学

タ

力向上のため、学力検

ー

査等を実施するととも

・

に、教職員の指導力向

プ

上の取組を推進します

ロ

。

【達成状況】児童生

ジ

徒の学力検査等を実施

ェ

し、学力実態を把握す

ク

るとともに、教

職員の

【

指導力向上等の取組を

事

推進しました。

継続区

び

業

分 会計・款・項・目 令

意

和3年度の事業概要（

図

実績）
・児童生徒の学

・

力実態把握のための市

ね

・県の学力検査等の実

ら

施継続 一般・10款・

い

1項・3目
・教職員の

】

指導力向上等の取組の

学

実施
事    業  

校

  主    体
学校

に

に

教育指導課

【滝沢市主

大

体】

学

事      

生

 業       名

を

事業の意図やねらい（

派

成果や効果）の達成状

遣

況

就学指導事業 【事業

し

意図・ねらい】障がい

、

がある児童生徒に対す

学

る支援・指導の在り方

よ

校

を協議

・検討し、児童

不

生徒の適正な就学指導

適

を推進します。

【達成

応

状況】障がいがある児

児

童生徒の適切な就学を

童

判断し、通常学級に在

生

籍する

特別の支援を要

徒

する児童生徒への指導

の

の在り方を各学校に指

学

導しました。

継続区分

り

力

会計・款・項・目 令和

向

3年度の事業概要（実

上

績）
・就学前児童の教

及

育相談の実施継続 一般

び

・10款・1項・3目

学

・児童生徒の個別検査

校

の実施
事    業 

不

   主    体 ・

適

就学指導委員会の開催

応

学校教育指導課 ・就学

充

状

指導委員会判定児童生

態

徒数　381人

【滝沢

の

市主体】 ・巡回相談実

解

施延べ人数　116人

消を図ります

実

。
ト事業 【達成状況】

し

児童生徒に対してきめ

政 た

細やかな指導を行った

人

とともに、大学生に対

生

する教育実践の機会提

を

供及び地域連携の推進

送

につながりました。

継

る

続区分 会計・款・項・

こ

目 令和3年度の事業概

と

要（実績）
・盛岡大学

が

及び岩手県立大学と連

で

携して、各小中学校に

策 き

大学生を派遣しました

る

。継続 一般・10款・

ま

1項・3目
・授業、学

ち

校行事、放課後学習で

 

の支援や、特別な支援

基

を要する児童生徒に対

本

事    業    

施

主    体 する補助

策

等を充実させました。

　

学校教育指導課

【滝沢

　
０

市主体】

２

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

「

成状況

学校安全体制整

生

備推進事業 【事業意図

き

・ねらい】地域・家庭

る

・学校・教育委員会が

力

連携してスクールガー

　
」

ド

を配置し、地域ぐる

を

みでの子供たちの見守

育

り活動を推進します。

て

【達成状況】小学校区

る

ごとに滝沢市スクール

学

ガードを配置し、子供

校

たちの見守り

活動を推

教

進しました。

継続区分

育

会計・款・項・目 令和

の

3年度の事業概要（実

　
充

績）
小学校区ごとに組

実

織されたスクールガードのボランティア保険加入とともに、証継続 一般・10款・1項・3目
明書、ベスト、帽子等を配付し、子供たちが安心して学校に登下校できるように

事    業    主 

０

   体 見守り活動を推進しました。

学校教育指導課

【協働事業】

事

滝沢市スクールガード

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

学

 

校教育振興事業 【事業

５

 

意図・ねらい】市学校

業

教育目標「明るく　か

 

しこく　たくましい子

 

ども」

を育成するため

 

、市学校教育指導計画

 

を策定し、学校教育を

 

推進します。

【達成状

 

況】「生きる力」を育

 

てる学習指導要領の趣

名

旨を踏まえ、市学校教

 

事

育指

導計画を策定し、

業

計画に基づいて学校教

の

育を推進しました。

継

意

続区分 会計・款・項・

図

目 令和3年度の事業概

や

要（実績）
・滝沢市学

ね

校教育指導計画の作成

ら

継続 一般・10款・1

い

項・3目
・岩手地区小

（

規模・複式教育研究連
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令 報

業

220 312 312

額

期

標 他団体事業負担額

間活 派遣人数 18

告

0 180 230 230

平

  平成17年度～令

成

和6年度標
動 156 1

3

57 0 36値 単 位 人

／

0

指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 148 173

度

40

資 内 特定財源
算

指

～

訳 一般財源 148 17

令

3 40

額標 他団体事業

和
和

負担額

3年

項  

度

     目 平成30

（

年度 令和元年度 令和2

単

年度 令和3年度 備  

位

     考

目 ○全体

 

事業期間活 スクールガ

 

ード登録者数 360 3

千

60 360 320   

3

円

令和3年度～令和6年

）

度標
動 289 313 313 284値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 251 260 297 284

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 251 260 297 284

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 滝沢市学校教育指導計画の作成 420 400 450 450   令和3年度～令和6

度

年度標
動 400 450 450 450値 単 位 部数

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   新型コロナウイルス感染症対投 年度別事業費 171 1

項

91 3,062 1,6

 

59   応地方創生臨

 

時交付金【国】
  資

 

内 特定財源 2,820

事

 

1,410
算   

  

 

指 訳 一般財源 171 1

 

91 242 249

額標

 

他団体事業負担額

目 平成

項       

3

目 平成30年度 令和元

0

年度 令和2年度 令和3

年

年度 備       

業

度

考

目 ○全体事業期間活

令

学力検査等実施回数 5

和

5 5 5   令和3年度

元

～令和6年度標
動 5 5

年

2 5値 単 位 回

／指
実

標

度

績 単 位

決投 年度別事業

令

費 2,369 2,27

和

3 2,513 2,50

2

8

資 内 特定財源
算

指 訳

年

一般財源 2,369 2

実

度

,273 2,513 2

令

,508

額標 他団体事

和

業負担額

3年

項 

度

      目 平成3

備

0年度 令和元年度 令和

 

2年度 令和3年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 就学指導

績

 

委員会 3 3 3 3   令

 

和3年度～令和6年度

 

標
動 3 3 3 3値 単 位 回

 

／指 特別支援学級等入

考

級率 66 66 66 80

目

実
標 84 81 77 77

○

績 単 位 ％

決投 年度別事

全

業費 223 220 31

体

2 312

資 内 特定財源

事

算
指 訳 一般財源 223
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成

滝沢市主体】

果

事  

や

     業    

効

   名 事業の意図や

果

ねらい（成果や効果）

）

の達成状況

あったかハ

の

ート支援員設置事業 【

達

事業意図・ねらい】学

成

習のつまづきや友人関

状

係による不適応傾向に

 

況

ある生徒の

在籍校に支

総

援員を配置し、きめ細

合

やかな適応指導の充実

的

に努めます。

【達成状

な

況】中学校3校に1名

学

ずつ計3名の支援員を

習

配置し、生徒の適応指

の

導に係

るきめ細やかな

時

指導の充実に努めまし

間

た。

継続区分 会計・款

学

推

・項・目 令和3年度の

進

事業概要（実績）
中学

事

校3校に支援員を1名

業

ずつ配置し、生徒への

【

きめ細やかな指導の充

事

実に努めま継続 一般・

業

10款・1項・3目
し

意

た。
事    業  

図

  主    体
学校

・

教育指導課

【滝沢市主

び

ね

体】

ら

事      

い

 業       名

】

事業の意図やねらい（

「

成果や効果）の達成状

総

況

学校司書設置事業 【

合

事業意図・ねらい】読

的

書量の向上を目指すと

な

ともに、小中学校にお

学

ける読書活

動活性化を

に

習

図ります。

【達成状況

の

】小学校6校に2校1

時

名ずつ計3名の学校司

間

書を配置し、小学校に

」

おける

学校図書館の整

に

備と読書活動の活性化

お

を図りました。

継続区

い

分 会計・款・項・目 令

て

和3年度の事業概要（

「

実績）
小学校6校に2

よ

生

校1名ずつ計3名の学

き

校司書を配置しました

る

。継続 一般・10款・

力

1項・3目

事    

」

業    主    

の

体
学校教育指導課

【滝

育

沢市主体】

成に必

り

要な問題解決的な学習

充

が図られるよう地域人

実

材活用の支援を実施し

し

ます。

【達成状況】地

政 た

域の人材等を講師とし

人

て、そば栽培、伝統芸

生

能学習会、職業講座

な

を

どの様々な体験活動が

送

行われました。

継続区

る

分 会計・款・項・目 令

こ

和3年度の事業概要（

と

実績）
・自然体験、社

が

会体験、観察・実験、

で

見学・調査、ものづく

策 き

り等の体験的学習へ継

る

続 一般・10款・1項

ま

・3目
の各分野の講師

ち

の招聘
事    業 

 

   主    体 ・

基

講師謝金の支払

学校教

本

育指導課

【協働事業】

施

市立小中学校

策

事  

　

     業    

　
０

   名 事業の意図や

２

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

不登校児童

 

生徒解消対策事業 【事

 

業意図・ねらい】不登

「

校等の課題を抱える児

生

童生徒及び保護者を支

き

援するた

め、学校、家

る

庭、関係機関の連携を

力

図り、児童生徒の適応

　
」

指導に努めます。

【達

を

成状況】学校、家庭、

育

関係機関の緊密な連携

て

を図るとともに、適応

る

指導教室

「フレンド滝

学

沢」を運営し、児童生

校

徒の適応指導に努めま

教

した。

継続区分 会計・

育

款・項・目 令和3年度

の

の事業概要（実績）
・

　
充

適応指導教室「フレン

実

ド滝沢」の運営継続 一般・10款・1項・3目
・適応指導に係る各学校や家庭との連携

事    業    主    体
学校教育指導課

【滝沢市主体】

事       業 

０

      名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

特別

事

支援教育支援員設置事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】障がいのある児童生

 

徒の介助や学習活動上

 

のサポートを行

う特別

 

支援教育支援員を配置

 

し、個別の支援の充実

５

 

を図ります。

【達成状

業

況】小中学校8校に計

 

18名の特別支援教育

 

支援員を配置すること

 

により

、個別の支援の

 

充実を図りました。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 令和3年度の事業概

 

要（実績）
各学校に在

名

籍する発達障がいのあ

 

事

る児童生徒の状況を踏

業

まえ、個別の支援が必

の

要継続 一般・10款・

意

1項・3目
と認められ

図

る児童生徒が在籍する

や

学校に対して特別支援

ね

教育支援員を18名配

ら

置し
事    業  

い

  主    体 まし

（

た。

学校教育指導課

【
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令 報

業

別事業費 4,154 4

期

,108 5,251 5

間

,557

資 内 特定財源

活

算
指 訳 一般財源 4,1

外

54 4,108 5,2

部

51 5,557

額標 他

講

団体事業負担額

師派遣

告

人数（講師謝金支 50

平

52 52 90   令和

成

3年度～令和6年度標

3

払分）
動 81 112 6

0

3 64値 単 位 人

／指
実

年

標 績 単 位

決投 年度別事

度

業費 541 560 40

～

8 467

資 内 特定財源

令

算
指 訳 一般財源 541

和
和

560 408 467

額

3

標 他団体事業負担額

年度

（

項      

単

 目 平成30年度 令和

位

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

千

活 1000人当たりの

3

円

不登校児童生徒 10 1

）

0 10 10   令和3年度～令和6年度標 数
動 11.8 10.9 13.5 14.4値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 2,145 2,142 2,285 2,401

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2

年

,145 2,142 2,285 2,401

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間

度

活 支援員配置人数 18 18 18 18   令和3年度～令和6年度標
動 18 18 18 18値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 24

項

,836 24,588

 

31,979 33,7

 

34

資 内 特定財源
算

指

 

訳 一般財源 24,83

事

 

6 24,588 31,

 

979 33,734

額

 

標 他団体事業負担額

 目 平

項      

成

 目 平成30年度 令和

3

元年度 令和2年度 令和

0

3年度 備      

年

 考

目 ○全体事業期間

業

度

活 1000人当たりの

令

不登校生徒数 25 25

和

25 25   令和3年

元

度～令和6年度標
動 2

年

8.9 26.5 31.

度

9 34.5値 単 位 人

／

令

指
実

標 績 単 位

決投 年度

和

別事業費 4,098 4

2

,240 5,368 5

年

,637

資 内 特定財源

実

度

算
指 訳 一般財源 4,0

令

98 4,240 5,3

和

68 5,637

額標 他

3

団体事業負担額

年度 備

項       目

 

平成30年度 令和元年

 

度 令和2年度 令和3年

 

度 備       考

績

 

目 ○全体事業期間活 日

 

常的に読書をする児童

 

の割合 93 94 95 8

 

5   令和3年度～令

考

和6年度標
動 80 85

目

85 85値 単 位 ％

／指

○

日常的に読書をする生

全

徒の割合 85 86 87

体

70
実

標 78 60 74

事

81績 単 位 ％

決投 年度
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成

の円滑な実施に必要な

果

教材等を整備しました

や

。

継続区分 会計・款・

効

項・目 令和3年度の事

果

業概要（実績）
・教師

）

用指導書・教科書等の

の

購入継続 一般・10款

達

・2項・2目
・授業等

成

に必要な消耗品の購入

状

事    業    

 

況

主    体 ・教材備

滝

品の購入及び修繕

学校

沢

教育指導課 ・学校図書

市

の購入

【滝沢市主体】

小中

事       業

学

       名 事業

校

の意図やねらい（成果

復

や効果）の達成状況

中

興

学校教育振興事業 【事

学

教

業意図・ねらい】学校

育

教育活動の円滑な実施

支

に必要な教材等を整備

援

します。

【達成状況】

事

学校教育活動の円滑な

業

実施に必要な教材等を

【

整備しました。

継続区

事

分 会計・款・項・目 令

業

和3年度の事業概要（

意

実績）
・教師用指導書

び

図

・教科書等の購入継続

・

一般・10款・3項・

ね

2目
・授業等に必要な

ら

消耗品の購入
事   

い

 業    主   

】

 体 ・教材備品の購入

郷

及び修繕

学校教育指導

土

課 ・学校図書の購入

【

を

滝沢市主体】

愛

に

し、その復興・発展を

よ

支える児童生徒を育成

り

し、

岩手の復興教育に

充

資することを目的とし

実

て実施します。

【達成

し

状況】各学校の計画を

政 た

支援し、復興・発展を

人

支える児童生徒の育成

生

を図り

ました。

継続区

を

分 会計・款・項・目 令

送

和3年度の事業概要（

る

実績）
被災地との交流

こ

及び防災教育などを通

と

して、復興発展を支え

が

る児童生徒を育成し継

で

続 一般・10款・1項

策 き

・3目
ました。

事  

る

  業    主  

ま

  体
学校教育指導課

ち

【滝沢市主体】

 

事 

基

      業   

本

    名 事業の意図

施

やねらい（成果や効果

策

）の達成状況

中学校に

　

おける部活動指導員の

　
０

配置事 【事業意図・ね

２

らい】中学校の部活動

 

の充実を図るとともに

 

、教員の働き方改革

の

 

一環として、教員の部

「

活動指導に係る業務を

生

軽減します。
業 【達成

き

状況】技術的な指導に

る

従事する部活動指導員

力

を配置し、部活動の充

　
」

実と教

員の部活動指導

を

に係る業務の軽減を図

育

りました。

継続区分 会

て

計・款・項・目 令和3

る

年度の事業概要（実績

学

）
3校に3名の部活動

校

指導員を配置し、部活

教

動運営の充実・改善を

育

図りました。継続 一般

の

・10款・1項・3目

　
充

事    業    

実

主    体
学校教育指導課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

医療的ケアのための看護師配置事業 【事業意図

０

・ねらい】学校看護師を配置し、医療的ケアを必要とする児童生徒

事

に

係る学習環境を整備

 

します。

【達成状況】

 

学校看護師を配置し、

 

医療的ケアを必要とす

 

る児童生徒の学習環境

 

の整備を図りました。

 

継続区分 会計・款・項

５

 

・目 令和3年度の事業

業

概要（実績）
医療的ケ

 

アを必要とする生徒が

 

在籍する学校に看護師

 

を3名配置しました。

 

継続 一般・10款・1

 

項・3目

事    業

 

    主    体

 

学校教育指導課

【滝沢

名

市主体】

 

事

事    

業

   業      

の

 名 事業の意図やねら

意

い（成果や効果）の達

図

成状況

小学校教育振興

や

事業 【事業意図・ねら

ね

い】学校教育活動の円

ら

滑な実施に必要な教材

い

等を整備します。

【達

（

成状況】学校教育活動
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令 報

業

6年度標
動 5 5 4 5値

期

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

間

○特定財源

決   理科

活

教育等施設整備費補助

実

金投 年度別事業費 12

施

,164 13,404

校

22,339 32,9

数

54   【国】（1/

1

2）
  資 内 特定財源

4

245 244 9,91

告

1

6 224
算   

  指

5

訳 一般財源 11,91

1

9 13,160 12,

5

423 32,730

額

1

標 他団体事業負担額

5   令和

平

3年度～令和6年度標

成

動 10 7 7 8値 単 位 校

3

／指
実

標 績 単 位

決投 年

0

度別事業費 377 40

年

4 400 289

資 内 特

度

定財源
算

指 訳 一般財源

～

377 404 400 2

令

89

額標 他団体事業負

和
和

担額

3年

項   

度

    目 平成30年

（

度 令和元年度 令和2年

単

度 令和3年度 備   

位

    考

目 ○全体事

 

業期間活 部活動指導員

 

配置数 1 3 3 3   令

千

和3年度～令和6年度

3

円

標
動 1 3 3 3値 単 位 人

）

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   中学校における部活動指導員投 年度別事業費 192 1,027 1,117 1,156   の配置事業補助金【県】（2/
  3）資 内 特定財源 128 672 672 70

年

0
算   

  指 訳 一般財源 64 355 445 456

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体

度

事業期間活 看護師配置数 0 2 6 6   令和3年度～令和6年度標
動 0 3 6 3値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   教育支援体制整

項

備事業費補助投 年度別

 

事業費 1,327 2,

 

338 1,109   

 

金【国】（1/3）
 

事

 

 資 内 特定財源 442

 

705 396
算   

 

 

 指 訳 一般財源 885

 

1,633 713

額標

目

他団体事業負担額

平成3

項       

0

目 平成30年度 令和元

年

年度 令和2年度 令和3

業

度

年度 備       

令

考

目 ○全体事業期間活

和

学校図書整備率100

元

％達成校 8 9 9 9   

年

令和3年度～令和6年

度

度標
動 5 7 8 7値 単 位

令

校

／指
実

標 績 単 位 ○特

和

定財源

決   理科教育

2

等施設整備費補助金投

年

年度別事業費 14,6

実

度

98 17,392 66

令

,329 18,032

和

  【国】（1/2）

3

  資 内 特定財源 25

年

0 1,750 19,4

度

81 240
算   

  

備

指 訳 一般財源 14,4

 

48 15,642 46

 

,848 17,792

 

額標 他団体事業負担額

績

   

項     

 

  目 平成30年度 令

考

和元年度 令和2年度 令

目

和3年度 備     

○

  考

目 ○全体事業期

全

間活 学校図書整備率1

体

00％達成校 6 6 6 6

事

  令和3年度～令和
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成

  体
学校教育指導課

果

【滝沢市主体】

や

事 

効

      業   

果

    名 事業の意図

）

やねらい（成果や効果

の

）の達成状況

校長、副

達

校長、教務主任等各種

成

会議開 【事業意図・ね

状

らい】教育行政と各学

 

況

校の連絡調整と協議を

学

行う機会を設定し、

市

校

内各小中学校の課題解

医

決や学校教育事業など

等

の円滑な推進を図りま

設

す。
催事務 【達成状況

置

】各会議を開催し、市

事

内各小中学校の課題の

務

解決や学校教育事業な

【

ど

の円滑な推進を図り

学

事

ました。

継続区分 会計

業

・款・項・目 令和3年

意

度の事業概要（実績）

図

・校長会議と副校長会

・

議の定期及び必要に応

ね

じた開催継続 一般
・教

ら

務主任会議、生徒指導

い

連絡協議会・生徒指導

】

主事研修会の定期的な

各

開催
事    業  

び

小

  主    体
学校

中

教育指導課

【滝沢市主

学

体】

校

事      

に

 業       名

学

事業の意図やねらい（

校

成果や効果）の達成状

医

況

授業力向上のための

・

学校訪問等事務 【事業

学

意図・ねらい】各学校

に

校

へ指導主事が訪問し、

歯

授業者に直接指導する

科

ことで

、教員の授業力

医

の向上及び児童生徒の

・

学力向上を図ります。

学

【達成状況】授業力向

校

上のための校内研修会

薬

等において、授業者へ

剤

直接指導する

ことで、

師

教員の授業力の向上及

よ

を

び児童生徒の学力向上

配

を図りました。

継続区

置

分 会計・款・項・目 令

し

和3年度の事業概要（

、

実績）
学力向上のため

児

の学校訪問や各学校で

童

行われる校内研究会へ

生

の指導主事等の派遣継

徒

続 一般

事    業 

及

   主    体
学

り

び

校教育指導課

【滝沢市

教

主体】

職員の健康の保持

充

増進を図ります。

【達

実

成状況】各小中学校に

し

学校医・学校歯科医・

政 た

学校薬剤師を配置し、

人

児童生徒

（義務的事業

生

） 及び教職員の健康の

を

保持増進を図りました

送

。

継続区分 会計・款・

る

項・目 令和3年度の事

こ

業概要（実績）
各小・

と

中学校に学校医、学校

が

歯科医及び学校薬剤師

で

を配置し、各種健康診

策 き

断を実継続 一般・10

る

款・6項・1目
施した

ま

り、学校環境衛生の維

ち

持及び改善に関し必要

 

な指導と助言を行うな

基

ど、学
事    業 

本

   主    体 校

施

における保健管理及び

策

安全管理を図りました

　

。

学校教育指導課

【滝

　
０

沢市主体】

２

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

「

達成状況

学校保健事業

生

【事業意図・ねらい】

き

児童生徒及び職員の健

る

康の保持増進を図りつ

力

つ、学校教育

の円滑な

　
」

実施とその成果の確保

を

に努めます。

【達成状

育

況】学校保健安全法に

て

基づく環境衛生検査や

る

各種健診等を実施し、

学

児童

（義務的事業） 生

校

徒及び職員の健康保持

教

増進を図るとともに、

育

学校安全を推進しまし

の

た。

継続区分 会計・款

　
充

・項・目 令和3年度の

実

事業概要（実績）
・児童生徒の健康診断、就学時健康診断の実施継続 一般・10款・6項・1目
・学校環境衛生検査の実施

事    業    主    体 ・ＡＥＤの賃貸借契約の実施

学校教育指導

０

課 ・独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付掛金の

事

事務手続き

【滝沢市主

 

体】 ・感染症対策用消

 

耗品購入

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

５

 

成状況

社会科副読本改

業

訂事業 【事業意図・ね

 

らい】小学3、4年生

 

を対象に、地域に固有

 

の事物・事象を提供す

 

る教材である社会科副

 

読本を改訂及び活用し

 

、児童の地域学習を深

 

めます。

【達成状況】

名

令和元年度改訂版の社

 

事

会科副読本を活用し、

業

児童が地域についての

の

学習を深めることがで

意

きました。

継続区分 会

図

計・款・項・目 令和3

や

年度の事業概要（実績

ね

）
令和元年度に作成し

ら

た社会科副読本改訂版

い

の活用継続 一般

事  

（

  業    主  
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令 報

業

施 24 26 26 26  

期

 令和3年度～令和6

間

年度標 回数
動 24 26

活

26 26値 単 位 回

／指

学

校内研究会における助

校

言指導実 50 50 50

医

50
実 施回数

標 60 6

等

5 65 65績 単 位 回

決

配

投 年度別事業費

資 内 特

置

定財源
算

指 訳 一般財源

告

数

<ゼロ予算事業>

額標

2

他団体事業負担額

7 28 28 30  

平

 令和3年度～令和6

成

年度標
動 28 29 30

3

30値 単 位 人

／指 学校

0

医等配置校 14 15 1

年

5 15
実

標 14 15 1

度

5 15績 単 位 校

決投 年

～

度別事業費 9,338

令

9,996 10,03

和
和

4 10,011

資 内 特

3

定財源
算

指 訳 一般財源

年

9,338 9,996

度

10,034 10,0

（

11

額標 他団体事業負

単

担額

位 

項   

 

    目 平成30年

千

度 令和元年度 令和2年

3

円

度 令和3年度 備   

）

    考

目 ○全体事業期間活 環境衛生検査実施回数 1 1 1 1   令和3年度～令和6年度標
動 1 1 1 1値 単 位 回

／指 各種検査・健診実施校 14 15 15 15
実

標 14 15 15 15績 単 位 校 ○特定財源

年

決   独立行政法人日本スポーツ振投 年度別事業費 14,685 15,082 14,960 18,575   興センター災害共済掛金保護
  者負担分【その他】、新型コ資 内 特定財源 1,935 1,910 2,113 5,

度

671
算   ロナウイルス感染症対応地方

  創生臨時交付金【国】他指 訳 一般財源 12,750 13,172 12,847 12,9

項

04

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

事

 

    目 平成30年

 

度 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 備   

 

    考

目 ○全体事

目

業期間活 社会科副読本

平

改訂委員会開催回 0 3

成

0 0   令和3年度～

3

令和6年度標 数
動 0 4

0

0 0値 単 位 回

／指
実

標

年

績 単 位

決投 年度別事業

業

度

費 3,080

資 内 特定

令

財源
算

指 訳 一般財源 3

和

,080

額標 他団体事

元

業負担額

年度

項 

令

      目 平成3

和

0年度 令和元年度 令和

2

2年度 令和3年度 備 

年

      考

目 ○全

実

度

体事業期間活 校長会議

令

の開催回数 11 11 1

和

1 11   令和3年度

3

～令和6年度標
動 12

年

14 14 13値 単 位 回

度

／指 副校長会議の開催

備

回数 3 3 3 3
実

標 3 3

 

3 3績 単 位 回

決投 年度

 

別事業費

資 内 特定財源

 

算
指 訳 一般財源 <ゼロ

績

 

予算事業>

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

考

       目 平成

目

30年度 令和元年度 令

○

和2年度 令和3年度 備

全

       考

目 ○

体

全体事業期間活 学力向

事

上のための学校訪問実
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成果や効果）の達成状

 

況

実践的指導力向上の

学

ための各種研修会 【事

び

業意図・ねらい】教育

に

課程の編成や研究の進

よ

め方等について、各種

り

研修会で

協議及び情報

充

交換を行い、教員の指

実

導力向上や教育活動の

し

充実を図ります。
開催

政 た

事務 【達成状況】各種

人

研修会を開催し、教員

生

の指導力向上や教育活

を

動の充実を図りま

した

送

。

継続区分 会計・款・

る

項・目 令和3年度の事

こ

業概要（実績）
初任者

と

研修、情報教育等の各

が

種領域の充実や現代的

で

教育課題の解決のため

策 き

の各種継続 一般
研修会

る

等の開催
事    業

ま

    主    体

ち

※R3以降、道徳は実

 

施なし

学校教育指導課

基

【滝沢市主体】

本

事 

施

      業   

策

    名 事業の意図

　

やねらい（成果や効果

　
０

）の達成状況

魅力ある

２

学校づくり調査研究事

 

業 平成30年度事業実

 

績報告書参照

継続区分

 

会計・款・項・目 令和

「

3年度の事業概要（実

生

績）
平成30年度完了

き

事業完了 ―

事    

る

業    主    

力

体
学校教育指導課

【滝

　
」

沢市主体】

小 

を

          

育

          

て

        計

る学校教育の
　

充実
０

事      

５

 業       名

 

事業の意図やねらい（
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令 報

業期間活 道徳授業研修

告

会開催回数 1 1 1 1  

平

 令和3年度～令和6

成

年度標
動 1 1 1 0値 単

3

位 回

／指 校種間連携研

0

修会開催回数 2 2 2 2

年

実
標 2 2 1 2績 単 位 回

度

決投 年度別事業費

資 内

～

特定財源
算

指 訳 一般財

令

源 <ゼロ予算事業>

額

和
和

標 他団体事業負担額

3年度

項      

（

 目 平成30年度 令和

単

元年度 令和2年度 令和

位

3年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 意識調査実施回数 3

千

  平成29年度～平

3

円

成30年度標
動 3値 単

）

位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 722

資 内 特定財源 722
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度

年

令和3年度 備       考

決投 年度別事業費 114,745 122,446 200,287 165,462

資 内 特定財源 3,280 5,018 35,707 8,641
算

指 訳 一般財源 111,465 117,428 16

度

4,580 156,821

額標 他団体事業負担額

項   

事

    目 平成30年

業

度 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 備   

績

    考

目 ○全体事
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す

和3年度の事業概要（

る

実績）
学校給食センタ

た

ーの運営に関し、年2

め

回運営委員会を開催し

、

、審議、助言を得ま継

引

続 一般・10款・6項

き

・3目
した。

事   

続

 業    主   

き

 体
学校給食センター

地

【滝沢市主体】

 

産

事 

地

      業   

消

    名 事業の意図

を

やねらい（成果や効果

推

）の達成状況

学校給食

進

施設改善事業 【事業意

し

図・ねらい】学校給食

た

センターの厨房設備の

安

経年劣化が、調理作業

全

の安

全性、衛生管理等

学

安

に影響を及ぼしてきて

心

いることから、学校給

で

食事業の円滑な運

営を

栄

目指し、改修や更新等

養

を計画的に実施します

バ

。

【達成状況】調理室

ラ

内の空調設備4台を更

ン

新しました。（繰越明

ス

許費）

継続区分 会計・

の

款・項・目 令和3年度

び

と

の事業概要（実績）
学

れ

校施設環境改善交付金

た

を活用し、調理室内の

学

空調設備4台を更新し

校

ました。（調査 一般
繰

給

越明許費）
事    

食

業    主    

を

体 令和2年度繰越事業

提

決算額　30,415

供

千円

学校給食センター

に

す

　　　　 内訳　特定

る

財源　29,301千

と

円

【滝沢市主体】 　　

と

　　　　　 一般財源

も

　 1,114千円　

に、食の指

よ

導の充実を図り、望ま

り

しい食習慣の理解と実

充

践の支援など、食育の

実

推進を目指します。

基

し

本計画期間内の取り組

政 た

みと方針のうち、令和

人

3年度の重点課題の達

生

成（実現）状況

Ｂ 概ね

を

達成した

【重点課題】

送

滝沢市学校給食食材生

る

産供給組合からの地場

こ

農産物受け入れ、食に

と

関する指導実施、給食

が

費収納率向上

【重点課

で

題に対応した達成状況

策 き

】

・地場農産物受け入

る

れについては、天候不

ま

順により納入量が減少

ち

しました。

・食に関す

 

る指導については、1

基

5校、88クラスで指

本

導実施しました。

・給

施

食費の現年分収納率に

策

ついて、99％を超え

　

る収納率達成を継続し

　
０

ています。

３

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

学

達成状況

学校給食事業

校

【事業意図・ねらい】

給

児童生徒の心身の健全

食

な発達と食生活の改善

に

を目指し、栄

養バラン

　
よ

スのとれた学校給食の

る

提供、児童生徒が考え

望

る「希望献立」並びに

ま

正し

い食生活の理解を

し

目的とした「食に関す

い

る指導」を実施します

食

。

（義務的事業） 【達

習

成状況】健康で豊かな

慣

潤いのある学校給食と

の

食育の実施が図られま

　
実

した。

継続区分 会計・

現

款・項・目 令和3年度の事業概要（実績）
・年間給食回数：小学校175回、中学校170回継続 一般・10款・6項・3目
・給食センター年間稼働日数：191日

事    業    主    体

０

・食に関する指導及び希望献立の実施､地産

基

地消への取り組みの実

本

施

学校給食センター ・

施

調理等業務の民間委託

策

による給食センター運

が

営の合理化

【滝沢市主

４

体】 ・給食センターの

年

計画的な施設設備の改

間

修改善

５

で

事     

め

  業       

ざ

名 事業の意図やねらい

す

（成果や効果）の達成

姿

状況

滝沢市立学校給食

児

センター運営委員会 【

童

事業意図・ねらい】安

生

全安心で魅力ある学校

徒

給食の提供と食育の推

が

進のため、

市内小・中

 

心

学校長、ＰＴＡ代表、

身

民生児童委員代表によ

と

り構成されている滝沢

も

市
事務 立学校給食セン

に

ター運営委員会を開催

健

します。

【達成状況】

全

滝沢市立学校給食セン

に

ター運営委員会を2回

発

開催しました。

継続区

達

分 会計・款・項・目 令
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令 報

校

0 1.1 0 1値 単 位 ％

給

(発生件数／稼働日数

食

)

／指
実

標 績 単 位 ○特

を

定財源

決   特定防衛

提

施設周辺整備調整交投

供

年度別事業費 2,10

す

6   付金【国】（9

る

/10）
  資 内 特定

た

財源 1,896
算   

め

  指 訳 一般財源 21

告

、

0 令和3年度実施令和

地

2年度繰越明

額 許費3

場

1,804千円標 他団

農

体事業負担額

産物の使用を

平

推進しました。

・学校

成

給食を安全かつ確実に

3

提供するため、施設設

0

備の修繕を実施しまし

年

た。

・給食への関心や

度

食べることへの意欲を

～

持たせることを目的に

令

「希望献立」を実施し

和
和

ました。

・正しい食習

3

慣を理解することを目

年

的に「食に関する指導

度

」を実施しました。

令

（

和5年度方針策定に際

単

し、今後の方向性や引

位

継課題

Ｂ 課題あり

【今

 

後の方向性】

徹底した

 

衛生管理のもと、引き

千

続き安全安心な学校給

3

円

食の提供と食育の推進

）

に関する取り組みを進めます。

【引継課題】

・調理等業務の委託継続による安定した給食を提供します。

・給食センター施設設備等の計画的な改修計画を見直します。

・天候不順に対応した地場農産物

年

の受入量の安定確保を目指します。

基本

項       目 平

施

成30年度 令和元年度

策

令和2年度 令和3年度

目

備       考

目

標

○全体事業期間活 食に

の

関する指導回数（クラ

度

達

ス数 100 110 11

成

0 120   令和3年

（

度～令和6年度標 ）
動

実

140 128 122 8

現

8値 単 位 クラス

／指 希

）

望献立の導入回数 14

に

15 15 15
実

標 14

向

15 15 15績 単 位 回

け

○特定財源

決   学校

た

給食費、給食食材助成

事

計

金投 年度別事業費 41

画

6,038 400,9

期

77 438,269 4

間

22,983   【そ

内

の他】
  資 内 特定財

の

源 256,228 24

取

8,834 273,7

り

83 257,231
算

組

  
  指 訳 一般財源

み

159,810 152

業

と

,143 164,48

方

6 165,752

額標

針

他団体事業負担額

につい

項       

て

目 平成30年度 令和元

の

年度 令和2年度 令和3

達

年度 備       

成

考

目 ○全体事業期間活

実

（

開催回数 2 2 2 2   

実

令和3年度～令和6年

現

度標
動 2 2 2 2値 単 位

）

回

／指
実

標 績 単 位

決投

状

年度別事業費 153 1

況

42 160 157

資 内

Ｂ

特定財源
算

指 訳 一般財

概

源 153 142 160

ね

157

額標 他団体事業

達

負担額

績

成し

項  

た

     目 平成30

・

年度 令和元年度 令和2

安

年度 令和3年度 備  

全

     考

目 ○全体

安

事業期間活 調理等に影

心

響を及ぼす故障発生 2

な

2 2 2   令和3年度

学

～令和6年度標 割合
動
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   学びにより充実し政 た人生を送ることがで策 きるまち
 基本施策　

　
０３   学校給食に

　
よる望ましい食習慣の

　
実現

小    

０

          

５

          

 

     計

40



令 報

8,297 401,1

告

19 438,429 4

平

23,140

資 内 特定

成

財源 258,124 2

3

48,834 273,

0

783 257,231

年

算
指 訳 一般財源 160

度

,173 152,28

～

5 164,646 16

令

5,909

額標 他団体

和
和

事業負担額

3年度

（単位  千

3

円）

年度

項       目

事

平成30年度 令和元年

業

度 令和2年度 令和3年

実

度 備       考

績

決投 年度別事業費 41

41



  

び

いました。

生涯学習ス

プ

ポーツ課

【滝沢市主体

ラ

】

ン

事       

た

業       名 事

き

業の意図やねらい（成

ざ

果や効果）の達成状況

わ

姥屋敷多目的研修セン

後

ター管理運営事 【事業

期

意図・ねらい】姥屋敷

 

基

多目的研修センターの

本

管理運営を通じて地域

計

課題や

教育課題を解決

画

できる「人・つながり

に

・地域づくり」の実現

基

に向けた「学びによ
業

づ

る生活の質の向上」を

き

図ります。

（義務的事

、

業） 【達成状況】「学

「

びによる生活の質の向

学

生

上」を図ることができ

き

ました。

継続区分 会計

が

・款・項・目 令和3年

い

度の事業概要（実績）

が

・指定管理者（岩手花

持

平農業協同組合）によ

て

る適正な施設管理運営

る

を行うことが継続 一般

学

・6款・1項・6目
で

び

きました。
事    

び

の

業    主    

環

体 ・第5期指定管理期

境

間に向け、管理者の選

の

定を行いました。

生涯

構

学習スポーツ課

【滝沢

築

市主体】

」

事    

を

   業      

促

 名 事業の意図やねら

進

い（成果や効果）の達

に

し

成状況

滝沢市多目的研

ま

修センター管理運営事

す

【事業意図・ねらい】

。

滝沢市多目的研修セン

・

ターの管理運営を通じ

総

て地域課題や

教育課題

合

を解決できる「人・つ

教

ながり・地域づくり」

育

の実現に向けた「学び

政

によ
業 る生活の質の向

よ

策

上」を図ります。

（義

（

務的事業） 【達成状況

学

】「学びによる生活の

校

質の向上」を図ること

教

ができました。

継続区

育

分 会計・款・項・目 令

・

和3年度の事業概要（

社

実績）
・指定管理者（

会

公益財団法人滝沢市体

教

育協会）による適正な

り

育

施設管理運営を行う継

を

続 一般・6款・1項・

通

6目
ことができました

じ

。
事    業   

た

 主    体 ・第5

総

期指定管理期間に向け

合

、管理者の選定を行い

的

ました。

生涯学習スポ

・

ーツ課

【滝沢市主体】

横

充

断的な教育政策）に基

実

づく全庁規模による横

し

断的な生涯学習推進

ネ

政 た

ットワーク形成を通じ

人

た学びによる生活の質

生

とスポーツによる健康

を

づくりを推進します。

送

・多様化・複雑化する

る

地域課題や教育課題の

こ

解決を目指した地域課

と

題解決学習を通じた「

が

人・つながり・地域づ

で

くり」を促

進します。

策 き

・社会教育を基盤とし

る

た「人・つながり・地

ま

域づくり」を目指した

ち

ネットワーク型社会教

 

育行政（教育委員会と

基

市長部局、

小中学校、

本

高校、大学、企業、Ｎ

施

ＰＯ、地域との連携・

策

協働）を展開します。

　

・健康づくり推進施策

　
０

（滝沢市健康づくり宣

４

言）と連携したスポー

 

ツによる健康づくりの

 

推進を図り、生涯スポ

 

ーツの推進

やスポーツ

生

を通じた地域力の向上

き

、施設の利用促進、競

が

技力向上を図ります。

い

基本計画期間内の取り

が

組みと方針のうち、令

　
持

和3年度の重点課題の

て

達成（実現）状況

Ｂ 概

る

ね達成した

・第2次生

学

涯学習推進計画前期基

び

本計画学びプランたき

の

ざわ策定方針を作成し

環

ました。

・令和4年度

境

からのコミュニティ・

の

スクールの本格的なス

構

タートに向けた体制づ

　
築

くりを図りました。

・総合公園体育館ボイラー改修工事と東部体育館公共下水道接続工事を実施しました。

・東京2020オリンピック・パラリンピックＰＲイベントを通じた機運醸成を図りました。

０

事       業

基

       名 事業

本

の意図やねらい（成果

施

や効果）の達成状況

滝

策

沢ふるさと交流館管理

が

運営事業 【事業意図・

４

ねらい】滝沢ふるさと

年

交流館の管理運営を通

間

じて地域課題や教育課

で

題を解決できる「人・

５

め

つながり・地域づくり

ざ

」の実現に向けた「学

す

びによる生活

の質の向

姿

上」を図ります。

（義

・

務的事業） 【達成状況

第

】「学びによる生活の

1

質の向上」を図ること

次

ができました。

継続区

滝

分 会計・款・項・目 令

沢

和3年度の事業概要（

 

市

実績）
・指定管理者（

生

特定非営利活動法人劇

涯

団ゆう）による適正な

学

施設管理運営を行う継

習

続 一般・2款・1項・

推

13目
ことができまし

進

た。
事    業  

計

  主    体 ・第

画

5期指定管理期間に向

学

け、管理者の選定を行
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令 報

ら

年度 令和2年度 令和3

施

年度 備       

行

考

目 ○全体事業期間活

さ

施設利用件数 120 1

れ

20 120 120   

た

令和3年度～令和6年

第

度標
動 114 104 4

1

4 48値 単 位 件

／指 施

次

設利用者数 2,200

滝

2,200 2,200

告

沢

2,200
実

標 2,0

市

09 2,143 584

生

911績 単 位 人 ○特定

涯

財源

決   多目的研修

学

センター使用料【投 年

習

度別事業費 1,129

推

1,145 1,200

進

1,284   その他

計

】
  資 内 特定財源 2

画

3
算   

  指 訳 一般

平

後

財源 1,106 1,1

期

45 1,200 1,2

基

84

額標 他団体事業負

本

担額

計画

項   

学

    目 平成30年

び

度 令和元年度 令和2年

プ

度 令和3年度 備   

ラ

    考

目 ○全体事

成

ン

業期間活 施設利用件数

た

（個人使用を除く 1,

き

850 1,850 1,

ざ

850 1,850   

わ

令和3年度～令和6年

に

度標 ）
動 1,690 1

基

,533 1,404 1

づ

,338値 単 位 件

／指

き

施設利用者数 31,0

「

00 31,000 31

3

生

,000 31,000

き

実
標 27,072 25

が

,152 22,008

い

20,423績 単 位 人

が

○特定財源

決   多目

持

的研修センター使用料

て

【投 年度別事業費 13

る

,199 13,453

学

14,120 13,2

び

94   その他】
  

0

の

資 内 特定財源 1,99

環

4 1,880 2,56

境

7 2,461
算   

 

の

 指 訳 一般財源 11,

構

205 11,573 1

築

1,553 10,83

」

3

額標 他団体事業負担

を

額

促進

年

し、コロナ禍において

度

も感染対策を講じ可能

～

な範囲で生涯学習スポ

令

ーツ活動が行われてい

和
和

ます。

・学びプランた

3

きざわに基づき、6つ

年

の重点（①生きがいが

度

持てる学びの環境の構

（

築、②少子化対策を通

単

じた子どもが安心

して

位

学べる環境づくりの促

 

進、③全庁規模による

 

地域課題解決学習の展

千

開、④若者活躍・定住

3

円

による経済・地域活性

）

化、⑤

全ての世代を結ぶ学びの輪づくり、⑥スポーツによる「人・つながり・地域づくり」）を踏まえた総合教育政策に基づく市

長部局と教育委員会などが連携強化した全庁規模による生涯学習推進ネ

年

ットワーク形成に取り組みました。 

令和5年度方針策定に際し、

基

今後の方向性や引継課

本

題

Ｂ 課題あり

【今後の

施

方向性】

新型コロナウ

策

イルス感染症対策の視

目

点に立った学びプラン

標

たきざわの確実な展開

の

とスポーツ施設の維持

度

達

管理や修繕、更

新に取

成

り組みます。

【引継事

（

項】

・第2次滝沢市生

実

涯学習推進計画前期基

現

本計画学びプランたき

）

ざわの確実な展開。

・

に

全庁規模による生涯学

向

習推進ネットワーク形

け

成の更なる拡充。

・文

た

部科学省が示す中学校

事

計

運動部活動の地域移行

画

に関する動向の注視。

期間内

項     

の

  目 平成30年度 令

取

和元年度 令和2年度 令

り

和3年度 備     

組

  考

目 ○全体事業期

み

間活 施設利用件数 3,

業

と

200 3,200 3,

方

200 3,200   

針

令和3年度～令和6年

に

度標
動 3,882 3,

つ

651 2,806 3,

い

258値 単 位 件

／指 施

て

設利用者数 100,0

の

00 100,000 1

達

00,000 100,

成

000
実

標 107,4

実

（

10 100,427 4

実

9,280 78,49

現

9績 単 位 人 ○特定財源

）

決   滝沢ふるさと交

状

流館使用料【投 年度別

況

事業費 39,710 3

Ｂ

9,566 39,28

概

1 55,495   そ

ね

の他】ほか
  資 内 特

達

定財源 4,691 4,

績

成

526 4,106 8,

し

093
算   

  指 訳

た

一般財源 35,019

・

35,040 35,1

令

75 47,402

額標

和

他団体事業負担額

元年度

項       

か

目 平成30年度 令和元
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果

（成果や効果）の達成

や

状況

社会教育指導員設

効

置事業（生涯学習・ 【

果

事業意図・ねらい】専

）

門的知識と経験を有す

の

る社会教育指導員設置

達

による社会

教育推進体

成

制の強化と社会教育関

状

係団体の育成・自立支

況

援を通じた持続可能な

 

滝

組
社会教育） 織運営づ

沢

くりを目指します。

【

総

達成状況】社会教育関

合

係団体の育成・自立支

公

援を図ることができま

園

した。

継続区分 会計・

管

款・項・目 令和3年度

理

の事業概要（実績）
・

運

社会教育指導員2人設

営

置継続 一般・10款・

学

事

5項・1目
・課題解決

業

セミナーや多文化共生

【

セミナー
事    業

事

    主    体

業

・社会教育関係団体の

意

育成と自立支援、連携

図

・協働による事業展開

・

生涯学習スポーツ課 ・

ね

市民要望への相談対応

ら

や関係団体との連絡調

び

い

整

【滝沢市主体】

】

事

滝

       業  

沢

     名 事業の意

総

図やねらい（成果や効

合

果）の達成状況

成人教

公

育事業 【事業意図・ね

園

らい】複雑化・多様化

の

する地域課題や教育課

管

題を解決できる「人

・

に

理

つながり・地域づくり

運

」の促進を図る成人教

営

育の展開を目指します

を

。

【達成状況】女性研

通

修会（地域課題の解決

じ

を目指した講演など）

て

を開催しました

。

継続

「

区分 会計・款・項・目

ス

令和3年度の事業概要

ポ

（実績）
・女性研修会

よ

ー

（主催）継続 一般・1

ツ

0款・5項・1目
・会

に

員研修会（共催）
事 

よ

   業    主 

る

   体 ・子ども会育

健

成連合会指導者研修会

康

（共催）

生涯学習スポ

づ

ーツ課

【協働事業】

滝

く

沢市社会教育関係団体

り

など

り

の推進」を目指した「

充

施設の利用促進」を図

実

ります。

【達成状況】

し

滝沢総合公園の管理運

政 た

営を通じて「スポーツ

人

による健康づくりの推

生

（義務的事業） 進」を

を

図ることができました

送

。

継続区分 会計・款・

る

項・目 令和3年度の事

こ

業概要（実績）
・指定

と

管理者（公益財団法人

が

滝沢市体育協会）によ

で

る適正な施設管理運営

策 き

を行う継続 一般・8款

る

・4項・4目
ことがで

ま

きました。
事    

ち

業    主    

 

体 ・第5期指定管理期

基

間に向け、管理者の選

本

定を行いました。

生涯

施

学習スポーツ課

【滝沢

策

市主体】

　

事    

　
０

   業      

４

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

滝沢総合公園体

 

育施設改修事業 【事業

生

意図・ねらい】公共体

き

育施設の設備の充実や

が

経年劣化への対応など

い

を目的

とし、改修工事

が

などを実施します。

【

　
持

達成状況】総合公園体

て

育館の重油ボイラー更

る

新に向けた補助金など

学

の導入可能

性を協議し

び

た結果、防衛省補助を

の

導入し実施することが

環

できました。

継続区分

境

会計・款・項・目 令和

の

3年度の事業概要（実

構

績）
滝沢総合公園体育

　
築

館ボイラー更新工事継続 一般・8款・4項・4目
（温水ヒーター2台、密閉式膨張タンク2台更新）

事    業    主    体
生涯学習スポーツ課

【滝沢市主体】

事       業   

０

    名 事業の意図やねらい（成果や効果

事

）の達成状況

国際理解

 

・国際交流事業 【事業

 

意図・ねらい】地球規

 

模課題の解決に関する

 

学びを通じた国際感覚

 

豊かな

人づくりを図り

 

ます。

【達成状況】多

 

文化共生地域づくりセ

５

業

ミナー（1回）を開催

 

しましたが、幼児国

際

 

理解交流会は応募があ

 

りませんでした。

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

令和3年度の事業概要

 

（実績）
・多文化共生

 

地域づくりセミナー（

名

年1回）継続 一般・1

事

0款・5項・1目
・幼

 

業

児国際理解交流会（年

の

0回）
事    業 

意

   主    体
生

図

涯学習スポーツ課

【協

や

働事業】

市国際交流協

ね

会、ユネスコ協会、大

ら

学など

い

事     

（

  業       

成

名 事業の意図やねらい
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令 報

業

    考

目 ○全体事

期

業期間活 女性リーダー

間

研修開催回数 2 2 2 2

活

  令和3年度～令和

滝

6年度標
動 2 2 2 2値

沢

単 位 回

／指 子ども会育

総

成会指導者研修会開 1

合

1 1 1
実 催回数

標 1 1

公

0 1績 単 位 回

決投 年度

園

別事業費 34 20 12

告

体

資 内 特定財源
算

指 訳 一

育

般財源 34 20 12

額

館

標 他団体事業負担額

利用件数（ 2,

平

500 2,500 2,

成

500 2,500   

3

令和3年度～令和6年

0

度標 個人使用を除く）

年

動 2,876 2,67

度

6 2,822 2,63

～

3値 単 位 件

／指 滝沢総

令

合公園テニスコート利

和
和

用 1,300 1,30

3

0 1,300 1,30

年

0
実 件数

標 1,019

度

1,153 888 87

（

3績 単 位 件 ○特定財源

単

決   滝沢総合公園体

位

育館使用料【投 年度別

 

事業費 90,166 8

 

9,787 92,81

千

0 90,285   そ

3

円

の他】ほか
  資 内 特

）

定財源 10,133 8,607 11,605 7,376
算   

  指 訳 一般財源 80,033 81,180 81,205 82,909

額標 他団体事業負担額

年

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 改修等件数 0 0 0 1   令和元年度～令和6年度標
動 0 0 0 1値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   特

度

定防衛施設周辺整備調整交投 年度別事業費 23,985   付金【国】
  資 内 特定財源 23,189

算   
  指 訳 一般財源 796

項

額標 他団体事業負担額

   

項     

事

 

  目 平成30年度 令

 

和元年度 令和2年度 令

 

和3年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

目

間活 講座開設数 4 3 3

平

3   令和3年度～令

成

和6年度標
動 3 3 2 1

3

値 単 位 講座

／指
実

標 績

0

単 位 ○特定財源

決   

年

講座受講料【その他】

業

度

投 年度別事業費 75 8

令

0 50   
  資 内 特

和

定財源 20 17 10
算

元

  
  指 訳 一般財源

年

55 63 40

額標 他団

度

体事業負担額

令和2

項       目 平

年

成30年度 令和元年度

実

度

令和2年度 令和3年度

令

備       考

目

和

○全体事業期間活 社会

3

教育指導員人数 3 3 2

年

2   令和3年度～令

度

和6年度標
動 3 3 2 2

備

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

 

位

決投 年度別事業費 6

 

,598 6,620 4

 

,671 4,971

資

績

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 6,598 6,6

 

20 4,671 4,9

 

71

額標 他団体事業負

考

担額

目 ○

項   

全

    目 平成30年

体

度 令和元年度 令和2年

事

度 令和3年度 備   
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果

（実績）
・子ども会リ

や

ーダー養成研修継続 一

効

般・10款・5項・1

果

目
・ジュニアリーダー

）

ズセミナー
事    

の

業    主    

達

体 ・少年少女のバス交

成

流事業への職員派遣（

状

中止）

生涯学習スポー

況

ツ課 ・青少年健全育成

 

新

啓発看板の設置

【協働

成

事業】 ・放課後子ども

人

教室

社会教育・青少年

の

関係団体など

つ

事  

ど

     業    

い

   名 事業の意図や

開

ねらい（成果や効果）

催

の達成状況

滝沢市教育

事

振興運動推進協議会交

学

業

付金 【事業意図・ねら

【

い】地域学校協働活動

事

を展開し、地域の教育

業

課題の解決と情報

メデ

の

ィアとの上手な付き合

意

い方に関する意識啓発

図

を目指します。
事業 【

・

達成状況】地域の特色

ね

を活かした活動を展開

ら

しました。文部科学省

び

い

が示すコミ

ュニティ・

】

スクールの本格的なス

次

タートに向けた準備を

世

行いました。

継続区分

代

会計・款・項・目 令和

の

3年度の事業概要（実

社

績）
交付金725千円

会

継続 一般・10款・5

を

項・1目
<協議会活動

担

内容>
事    業 

に

う

   主    体 ・

若

総会

生涯学習スポーツ

者

課 ・たきざわ学びフェ

た

スタ

【他団体事業主体

ち

】 ・市内小中学校全1

の

2実践区活動

滝沢市教

新

育振興運動推進協議会

たな

事       業

門

       名 事業

よ

出

の意図やねらい（成果

を

や効果）の達成状況

滝

祝

沢市社会教育関係団体

福

補助事業 【事業意図・

す

ねらい】社会教育関係

る

団体の活動支援を図り

と

ながら自立支援や持続

と

可能な組織運営づくり

も

を目指します。

【達成

に

状況】社会教育関係団

り

、

体の自立支援や組織の

郷

現状に即した事業の展

土

開を図

りました。

継続

へ

区分 会計・款・項・目

の

令和3年度の事業概要

愛

（実績）
・市子ども会

着

育成連合会補助金【8

と

1,000円】：指導

理

者研修会、夢灯りなど

解

継続 一般・10款・5

充

を

項・1目
・市地域婦人

深

協議会補助金【79,

め

188円】：会員研修

、

会、地域子育て支援な

地

ど
事    業   

域

 主    体
生涯学

社

習スポーツ課

【協働事

会

業】

滝沢市社会教育関

の

係団体

若

実

く新しい原動力となる

し

よう、

新成人の自覚と

政 た

誇り、社会参加を喚起

人

することを目的として

生

実施します。

【達成状

を

況】感染症対策を徹底

送

して2年分の式典を開

る

催しました。

継続区分

こ

会計・款・項・目 令和

と

3年度の事業概要（実

が

績）
・式典内容の検討

で

継続 一般・10款・5

策 き

項・1目
・滝沢市新成

る

人のつどい（式典）開

ま

催
事    業   

ち

 主    体 ・式典

 

における新成人や来場

基

者などの動向把握

生涯

本

学習スポーツ課 ・民法

施

改正による次年度から

策

の名称変更（新成人の

　

つどい⇒二十歳のつど

　
０

い）

【協働事業】

滝沢

４

市新成人のつどい実行

 

委員会

 

事     

 

  業       

生

名 事業の意図やねらい

き

（成果や効果）の達成

が

状況

生涯学習推進事業

い

【事業意図・ねらい】

が

第2次生涯学習推進計

　
持

画前期基本計画学びプ

て

ランたきざわ

策定に着

る

手し、全庁規模による

学

生涯学習推進ネットワ

び

ーク形成を図ります。

の

【達成状況】生涯学習

環

推進会議と生涯学習推

境

進協議会を各2回（書

の

面開催含む）

開催し学

構

びプランたきざわ策定

　
築

方針を定めました。

継続区分 会計・款・項・目 令和3年度の事業概要（実績）
・学びプランたきざわ後期基本計画の成果と課題の検証による次期学びプランた継続 一般・10款・5項・1目
きざわ策定方針の決定

事    

０

業    主    体 ・生涯学習推進協議

事

会と生涯学習推進会議

 

生涯学習スポーツ課 ・

 

たきざわ学びフェスタ

 

【滝沢市主体】 ・ふれ

 

あいまちづくり出前講

 

座

・情報発信・交流（

 

広報たきざわや市ホー

 

ムページ、学びガイド

５

業

など）

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

青少年教育・青少

 

年対策事業 【事業意図

 

・ねらい】「明るく　

名

かしこく　たくましい

事

子どもの育成」を目指

 

業

し

た青少年教育と複雑

の

化・多様化する青少年

意

に関する課題の解決を

図

目指した青少年

対策の

や

充実を目指します。

【

ね

達成状況】青少年を対

ら

象とした課題解決学習

い

を展開しました。

継続

（

区分 会計・款・項・目

成

令和3年度の事業概要
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令 報

業

       考

目 ○

期

全体事業期間活 子ども

間

会育成会指導者研修会

活

開 1 1 1 1   令和3

対

年度～令和6年度標 催

象

回数
動 1 1 0 1値 単 位

者

回

／指 （主催・共催）

数

女性研修会開催 2 2 2

に

2
実 回数

標 2 2 2 2績

対

単 位 回

決投 年度別事業

告

す

費 194 176 166

る

160

資 内 特定財源
算

出

指 訳 一般財源 194 1

席

76 166 160

額標

率

他団体事業負担額

（過去 73

平

68 66 66   令和

成

3年度～令和6年度標

3

5年平均出席率換算）

0

動 65.2 57.2 0

年

57.3値 単 位 ％

／指

度

実
標 績 単 位 ○特定財源

～

決   新型コロナウイ

令

ルス感染症対投 年度別

和
和

事業費 390 490 3

3

68 3,505   応

年

地方創生臨時交付金【

度

国】
  資 内 特定財源

（

2,724
算   

  

単

指 訳 一般財源 390 4

位

90 368 781

額標

 

他団体事業負担額

 千

3

円

項       

）

目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 広報たきざわ学びの杜発行回数 12 12 12 12   令和3年度～令和6年度標
動 12 12 12 12値 単 位 回

／

年

指 たきざわ学びフェスタ参加者数 300 300 300 300
実

標 400 400 0 150績 単 位 人

決投 年度別事業費 143 975 925 173

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 143 975 925 173

額標 他団体事業負担額

度

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       

項

考

目 ○全体事業期間活

 

子ども会リーダーやジ

 

ュニアリ 2 2 2 2   

 

令和3年度～令和6年

事

 

度標 ーダーセミナー（

 

中学生や高校
動 2 2 1

 

2値 単 位 回

／指
実

標 績

 

単 位 ○特定財源

決   

目

学校・家庭・地域連携

平

協力推投 年度別事業費

成

1,187 1,431

3

1,058 1,049

0

  進事業費補助金【

年

国・県】(1
  /3

業

度

、1/3)資 内 特定財

令

源 879 841 841

和

484
算   

  指 訳

元

一般財源 308 590

年

217 565

額標 他団

度

体事業負担額

令和2

項       目 平

年

成30年度 令和元年度

実

度

令和2年度 令和3年度

令

備       考

目

和

○全体事業期間活 たき

3

ざわ学びフェスタ参加

年

者数 300 300 30

度

0 300   令和3年

備

度～令和6年度標
動 4

 

00 400 0 150値

 

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 69

績

 

5 725 725 725

 

資 内 特定財源
算

指 訳 一

 

般財源 695 725 7

 

25 725

額標 他団体

考

事業負担額

目 ○

項

全

       目 平成

体

30年度 令和元年度 令

事

和2年度 令和3年度 備
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果

置によるスポ

ーツ推進

や

体制の強化を目指しま

効

す。

【達成状況】学校

果

体育施設開放事業など

）

が効果的に展開されま

の

した。

継続区分 会計・

達

款・項・目 令和3年度

成

の事業概要（実績）
・

状

社会教育指導員1人設

況

置継続 一般・10款・

 

滝

6項・1目
・スポーツ

沢

推進施策の展開（学校

市

体育施設開放事業）
事

青

    業    主

少

    体 ・市民要望

年

への相談対応や関係団

育

体との連絡調整

生涯学

成

習スポーツ課

【滝沢市

市

主体】

民

事     

学

会

  業       

議

名 事業の意図やねらい

補

（成果や効果）の達成

助

状況

生涯スポーツ推進

事

事業 【事業意図・ねら

業

い】第2次生涯学習推

【

進計画前期基本計画学

事

びプランたきざわ

策定

業

着手を通じた全庁規模

意

による生涯学習推進ネ

び

図

ットワーク形成を図り

・

ます。

【達成状況】ス

ね

ポーツ推進審議会を1

ら

回開催（書面開催）し

い

学びプランたきざわ

策

】

定方針を定めました。

滝

継続区分 会計・款・項

沢

・目 令和3年度の事業

市

概要（実績）
・第2次

青

滝沢市生涯学習推進計

に

少

画前期基本計画学びプ

年

ランたきざわ策定方針

育

の決継続 一般・10款

成

・6項・1目
定

事  

市

  業    主  

民

  体 ・滝沢市スポー

会

ツ推進審議会の開催（

議

書面開催1回）

生涯学

が

習スポーツ課 ・岩手地

主

区スポーツ推進委員協

よ

催

議会負担金（24千円

す

）

【滝沢市主体】 ・盛

る

岡広域スポーツコミッ

少

ション事業負担金（1

年

98千円）

少女のバス

り

交流

事業を通じた青少

充

年健全育成の推進を目

実

指します。

【達成状況

し

】コロナ禍により少年

政 た

少女のバス交流事業が

人

2年連続で中止となり

生

ま

した。

継続区分 会計

を

・款・項・目 令和3年

送

度の事業概要（実績）

る

補助金【交付実績なし

こ

】継続 一般・10款・

と

5項・1目
<理由>

事

が

    業    主

で

    体 ・少年少女

策 き

のバス交流事業中止の

る

ため

生涯学習スポーツ

ま

課

【協働事業】

滝沢市

ち

青少年育成市民会議

 基

事       業 

本

      名 事業の

施

意図やねらい（成果や

策

効果）の達成状況

家庭

　

教育事業 【事業意図・

　
０

ねらい】家庭教育に関

４

する学習機会を提供し

 

、家庭教育力の向上を

 

図ることを目指します

 

。

【達成状況】コロナ

生

禍の影響もあり講座開

き

設数は目標値を下回る

が

達成状況ですが

、受講

い

者数は目標値を上回り

が

、充実した講座開催が

　
持

行われました。

継続区

て

分 会計・款・項・目 令

る

和3年度の事業概要（

学

実績）
・小中学校家庭

び

教育学級（情報モラル

の

研修会や高校見学など

環

）継続 一般・10款・

境

5項・1目
・幼児家庭

の

教育講座（昔話を聞く

構

会や親子ふれあい体操

　
築

など）
事    業    主    体

生涯学習スポーツ課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

生涯学習講座事業 【事業意図・ねら

０

い】複雑化・多様化する地域課題や教育課題

事

を解決できる「人

・つ

 

ながり・地域づくり」

 

の促進を図ります。

【

 

達成状況】自然散策セ

 

ミナー（1回）と子ど

 

も会活動支援事業（2

 

回）の合計3

回開催し

 

ました。

継続区分 会計

５

業

・款・項・目 令和3年

 

度の事業概要（実績）

 

・地域課題解決セミナ

 

ー（年1回）継続 一般

 

・10款・5項・1目

 

・子ども会活動支援事

 

業（年2回）
事   

 

 業    主   

名

 体
生涯学習スポーツ

事

課

【協働事業】

大学、

 

業

企業など

の

事    

意

   業      

図

 名 事業の意図やねら

や

い（成果や効果）の達

ね

成状況

社会教育指導員

ら

設置事業（スポーツ）

い

【事業意図・ねらい】

（

専門的知識と経験を有

成

する社会教育指導員設
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令 報

業

他団体事業負担額

期間活 少年少女のバ

告

ス交流事業参加者 30

平

30 30 30   令和

成

3年度～令和6年度標

3

数
動 30 30 0 0値 単

0

位 人

／指
実

標 績 単 位

決

年

投 年度別事業費 140

度

140

資 内 特定財源
算

～

指 訳 一般財源 140 1

令

40

額標 他団体事業負

和
和

担額

3年

項   

度

    目 平成30年

（

度 令和元年度 令和2年

単

度 令和3年度 備   

位

    考

目 ○全体事

 

業期間活 講座開設数 5

 

2 52 52 30   令

千

和3年度～令和6年度

3

円

標
動 42 21 16 13

）

値 単 位 回数

／指 受講者数 2,200 2,200 2,200 600
実

標 2,080 768 1,055 1,116績 単 位 人

決投 年度別事業費 156 154 97 94

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 156 154

年

97 94

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 生涯学習講座の開催数 6 6 7 7

度

  令和3年度～令和6年度標
動 8 6 4 3値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   各種講座受講料収入【その他投 年度別事業費 20

項

3 156 71 6   】

 

  資 内 特定財源 18

 

44 32 5
算   

  

 

指 訳 一般財源 185 1

事

 

12 39 1

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

目

       目 平成

平

30年度 令和元年度 令

成

和2年度 令和3年度 備

3

       考

目 ○

0

全体事業期間活 社会教

年

育指導員人数 1 1 1 1

業

度

  令和3年度～令和

令

6年度標
動 1 1 1 1値

和

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

元

決投 年度別事業費 2,

年

253 2,243 2,

度

369 2,553

資 内

令

特定財源
算

指 訳 一般財

和

源 2,253 2,24

2

3 2,369 2,55

年

3

額標 他団体事業負担

実

度

額

令和

項    

3

   目 平成30年度

年

令和元年度 令和2年度

度

令和3年度 備    

備

   考

目 ○全体事業

 

期間活 滝沢市スポーツ

 

推進審議会の開 2 1 1

 

1   令和3年度～令

績

 

和6年度標 催数
動 2 1

 

1 1値 単 位 回

／指
実

標

 

績 単 位 ○特定財源

決  

 

 市内中学校武道場協

考

力金【そ投 年度別事業

目

費 413 100 88 2

○

96   の他】
  資

全

内 特定財源 4
算   

 

体

 指 訳 一般財源 413

事

100 88 292

額標
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果

和3年度の事業概要（

や

実績）
・東京2020

効

オリンピック聖火リレ

果

ー実施（2,600人

）

参加）継続 一般・10

の

款・6項・1目
・東京

達

2020パラリンピッ

成

ク聖火フェスティバル

状

実施（採火のみ）
事 

況

   業    主 

 

滝

   体
生涯学習スポ

沢

ーツ課

【滝沢市主体】

市体

事       業

育

       名 事業

協

の意図やねらい（成果

会

や効果）の達成状況

ス

補

ポーツ推進委員設置事

助

業 【事業意図・ねらい

事

】市民と行政を結ぶコ

学

業

ーディネーターである

【

スポーツ推進委

員を設

事

置して「人・つながり

業

・地域づくり」を促進

意

しました。

【達成状況

図

】ニュースポーツなど

・

の指導・普及活動派遣

ね

やスポーツに関する研

ら

修

会、スポーツ指導者

い

育成に向けた活動に対

び

】

して支援を行いました

市

。

継続区分 会計・款・

民

項・目 令和3年度の事

へ

業概要（実績）
滝沢市

の

スポーツ推進委員活動

生

を支援しました。継続

涯

一般・10款・6項・

ス

1目
・市民へのニュー

ポ

スポーツやレクリエー

ー

ションスポーツの指導

に

ツ

普及活動
事    業

の

    主    体

普

・スポーツに関する講

及

習会・研修会などへの

及

参加

生涯学習スポーツ

び

課 ・スポーツ指導者な

競

どの育成

【協働事業】

技

滝沢市スポーツ推進委

ス

員協議会

ポ

事    

よ

ー

   業      

ツ

 名 事業の意図やねら

の

い（成果や効果）の達

水

成状況

滝沢市体育施設

準

管理運営事業 【事業意

を

図・ねらい】滝沢市体

よ

育施設の管理運営を通

り

じて「スポーツによる

一

健康

づくりの推進」を

層

目指し「施設の利用促

り

向

進」を図ります。

【達

上

成状況】滝沢市体育施

さ

設の管理運営を通じて

せ

「スポーツによる健康

る

づくりの

（義務的事業

た

） 推進」を図ることが

め

できました。

継続区分

、

会計・款・項・目 令和

ス

3年度の事業概要（実

ポ

績）
・指定管理者（公

充

ー

益財団法人滝沢市体育

ツ

協会）による適正な施

振

設管理運営を行う継続

興

一般・10款・6項・

の

2目
ことができました

中

。
事    業   

心

 主    体 ・第5

的

期指定管理期間に向け

な

、管理者の選定を行い

担

ました。

生涯学習スポ

実

い

ーツ課

【滝沢市主体】

手である（公財）滝

し

沢市体

育協会に補助金

政 た

を交付します。

【達成

人

状況】体育協会の各種

生

事業の充実強化を図る

を

ため支援を行いました

送

。

継続区分 会計・款・

る

項・目 令和3年度の事

こ

業概要（実績）
滝沢市

と

体育協会が実施する以

が

下の事業について支援

で

しました。継続 一般・

策 き

10款・6項・1目
・

る

スポーツ意識の向上（

ま

代表選手派遣・研修な

ち

ど）
事    業  

 

  主    体 ・市

基

民の体力の向上（種目

本

別協会支援・選手育成

施

など）

生涯学習スポー

策

ツ課 ・ジュニアスポー

　

ツの振興（スポーツ少

　
０

年団支援・指導者育成

４

など）

【他団体事業主

 

体】 ・スポーツを通じ

 

た健康づくり（市民体

 

育祭・スポーツフェス

生

ティバルなど）

公益財

き

団法人滝沢市体育協会

がい

事       業

が

       名 事業

　
持

の意図やねらい（成果

て

や効果）の達成状況

滝

る

沢市スポーツ少年団補

学

助事業 【事業意図・ね

び

らい】青少年のスポー

の

ツ振興と心身の健全育

環

成を目指し、滝沢市

ス

境

ポーツ少年団に補助金

の

を交付します。

【達成

構

状況】スポーツ少年団

　
築

が実施する各種事業の充実強化が図られるよう支援

を行いました。

継続区分 会計・款・項・目 令和3年度の事業概要（実績）
・滝沢市スポーツ少年団本部への補助金交付継続 一般・10款・6項・1目
・市スポーツ少年団総

０

合体育大会の開催
事    業    主 

事

   体 ・各種交流会

 

への派遣

生涯学習スポ

 

ーツ課 ・単位団活動の

 

支援

【他団体事業主体

 

】

公益財団法人滝沢市

 

体育協会

 

事    

 

   業      

５

業

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

東京２０２０オ

 

リンピック・パラリン

 

【事業の意図や狙い】

 

東京2020オリンピ

 

ック・パラリンピック

 

競技大会開催に伴

う関

名

連イベントを通じた同

事

大会への意識啓発や市

 

業

スポーツ推進を図りま

の

す。
ピック推進事業 【

意

達成状況】オリンピッ

図

ク聖火リレー・パラリ

や

ンピック聖火フェステ

ね

ィバル（採

（義務的事

ら

業） 火のみ）を実施し

い

、意識啓発を図ること

（

ができました。

継続区

成

分 会計・款・項・目 令
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令 報

業

使用 2,800 2,8

期

00 2,800 2,8

間

00   令和3年度～

活

令和6年度標 を除く）

市

動 2,787 2,68

民

1 2,268 2,60

体

9値 単 位 件

／指 東部テ

育

ニスコート利用件数 6

祭

50 650 650 65

参

0
実

標 725 544 5

告

加

25 510績 単 位 件 ○

人

特定財源

決   東部体

数

育館使用料【その他】

1

投 年度別事業費 31,

,

624 32,143 3

3

5,215 30,53

0

5   
  資 内 特定財

0

源 6,400 6,63

1

7 7,544 7,05

,

8
算   

  指 訳 一般

平

3

財源 25,224 25

0

,506 27,671

0

23,477

額標 他団

1

体事業負担額

,300 1,

成

300   令和3年度

3

～令和6年度標
動 1,

0

141 928 133 7

年

9値 単 位 人

／指 スポー

度

ツフェスティバル参加

～

人 2,300 1,00

令

0 1,000 1,00

和
和

0
実 数

標 904 0 73

3

4 888績 単 位 人

決投

年

年度別事業費 31,2

度

71 32,186 31

（

,104 32,576

単

資 内 特定財源
算

指 訳 一

位

般財源 31,271 3

 

2,186 31,10

 

4 32,576

額標 他

千

団体事業負担額

3

円）

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 スポーツ少年団員 450 450 450 450   令和3年度～令和6

年

年度標
動 403 399 335 369値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 353 353 353 353

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 353 353 353 353

額標 他団体事業負担額

度

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 東京2020

項

オリンピック聖火リレ

 

0 0 2,000 2,0

 

00   令和2年度～

 

令和3年度標 ー来場者

事

 

数
動 0 0 0 2,600

 

値 単 位 人

／指 東京20

 

20パラリンピック聖

 

火フ 0 0 500 500

目

実 ェスティバル来場者

平

数
標 0 0 0 0績 単 位 人

成

○特定財源

決   地域

3

経営推進費【県】(1

0

/2)投 年度別事業費

年

2,437   
  資

業

度

内 特定財源 1,125

令

算   
  指 訳 一般財

和

源 1,312

額標 他団

元

体事業負担額

年度 令

項       目 平

和

成30年度 令和元年度

2

令和2年度 令和3年度

年

備       考

目

実

度

○全体事業期間活 市民

令

のスポーツ推進に係る

和

活動 0 0 60 60   

3

令和3年度～令和6年

年

度標 件数（市行事や地

度

域行事等）
動 0 0 15

備

19値 単 位 件

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 213 636

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

績

 

213 636

額標 他団

 

体事業負担額

  考

項       目 平

目

成30年度 令和元年度

○

令和2年度 令和3年度

全

備       考

目

体

○全体事業期間活 東部

事

体育館利用件数（個人
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果や効果）の達成状況

 

滝沢市東部体育館改修

学

事業 【事業意図・ねら

び

い】公共体育施設の設

に

備の充実や経年劣化へ

よ

の対応などを目的

とし

り

、改修工事等を実施し

充

ます。

【達成状況】同

実

地区は先般公共下水道

し

の供用区域となり、令

政 た

和3年度に公共下水

道

人

への接続工事を実施し

生

ました。

継続区分 会計

を

・款・項・目 令和3年

送

度の事業概要（実績）

る

・滝沢市東部体育館公

こ

共下水道接続工事継続

と

一般・10款・6項・

が

2目
・圧送配管L＝約

で

170m
事    業

策 き

    主    体

る

・既存浄化槽を放流ポ

ま

ンプ槽に改造

生涯学習

ち

スポーツ課

【滝沢市主

 

体】

基

事      

本

 業       名

施

事業の意図やねらい（

策

成果や効果）の達成状

　

況

学校体育施設開放事

　
０

業 【事業意図・ねらい

４

】学校体育施設開放事

 

業を通じたスポーツや

 

文化芸術など学

びの場

 

を提供します。

【達成

生

状況】学校体育施設開

き

放事業を通じた「学び

が

による生活の質の向上

い

」と「

スポーツによる

が

健康づくりの推進」を

　
持

図ることができました

て

。

継続区分 会計・款・

る

項・目 令和3年度の事

学

業概要（実績）
学校と

び

利用団体（運営委員会

の

）との効率的調整によ

環

る学校体育施設利用の

境

円滑化継続 一般
を図り

の

ました。
事    業

構

    主    体

　
築

生涯学習スポーツ課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市スポーツ推進委員協議会補助事 令和元年度事業実績報告書参照

業

継続区

０

分 会計・款・項・目 令和3年度の事業概要（

事

実績）
令和元年度完了

 

事業完了 ―

事    

 

業    主    

 

体
生涯学習スポーツ課

 

【他団体事業主体】

滝

 

沢市スポーツ推進委員

 

協議会

 

事     

５

業

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

滝沢市体育施設備

 

品購入事業 令和元年度

 

事業実績報告書参照

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 令和3年度の事業概

名

要（実績）
令和元年度

事

完了事業完了 ―

事  

 

業

  業    主  

の

  体
生涯学習スポー

意

ツ課

【滝沢市主体】

図

小       

や

          

ね

          

ら

  計

い（成
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令 報

業期間活 大規模改修施

告

設数 0 0 1 1   平成

平

30年度～令和3年度

成

標
動 0 0 1 1値 単 位 件

3

／指
実

標 績 単 位 ○特定

0

財源

決   一般単独事

年

業債【国】投 年度別事

度

業費 245 4,760

～

118,917 11,

令

983   
  資 内 特

和
和

定財源 177 4,31

3

3 111,754 8,

年

900
算   

  指 訳

度

一般財源 68 447 7

（

,163 3,083

額

単

標 他団体事業負担額

位  

項      

千

 目 平成30年度 令和

3

円

元年度 令和2年度 令和

）

3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 利用件数(体育館及び武道場） 3,300 3,300 3,300 3,300   令和3年度～令和6年度標
動 3,703 3,415 3,029 2,602

年

値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <ゼロ予算事業>

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令

度

和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 市民のスポーツ推進に係る活動 58 60   平成24年度～令和元年度標 件数（市行

項

事や地域行事等）
動 4

 

5 27値 単 位 件

／指
実

 

標 績 単 位

決投 年度別事

 

業費 600 600

資 内

事

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 600 600

額標 他

 

団体事業負担額

 目 平

項       目

成

平成30年度 令和元年

3

度 令和2年度 令和3年

0

度 備       考

年

目 ○全体事業期間活 備

業

度

品購入件数 0 1   令

令

和元年度～令和元年度

和

標
動 0 1値 単 位 件

／指

元

実
標 績 単 位

決投 年度別

年

事業費 2,257

資 内

度

特定財源 2,250
算

令

指 訳 一般財源 7

額標 他

和

団体事業負担額

2年

項   

実

度

    目 平成30年

令

度 令和元年度 令和2年

和

度 令和3年度 備   

3

    考

決投 年度別

年

事業費 220,778

度

229,560 343

備

,813 276,39

 

5

資 内 特定財源 24,

 

335 29,115 1

 

38,459 61,4

績

 

19
算

指 訳 一般財源 1

 

96,443 200,

 

445 205,354

 

214,976

額標 他

考

団体事業負担額

目 ○全体事
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ど

     業    

学

   名 事業の意図や

び

ねらい（成果や効果）

の

の達成状況

視聴覚普及

場

推進事業 【事業意図・

と

ねらい】視聴覚資料を

し

媒体として読者への興

て

味を誘発し、生涯学習

の

を推進します。

【達成

文

状況】ミニシアター・

 

化

映画会を実施し、視聴

施

覚普及推進を図りまし

設

た。

継続区分 会計・款

の

・項・目 令和3年度の

環

事業概要（実績）
視聴

境

覚普及推進のため、次

を

の事業を実施しました

整

。継続 一般・10款・

え

5項・2目
・子ども映

る

画会　2回　136人

学

と

事    業    

と

主    体 ・ミニシ

も

アター　6回　 44

に

人

湖山図書館

【滝沢市

、

主体】

伝統文化や

び

芸術を次世代へ継承

し

に

ます。また、郷土に愛

よ

着を持ち郷土理解を深

り

め地域活動に活かす環

充

境を構築することによ

実

り、一人一人が幸福感

し

を得られ

る環境づくり

政 た

の確立を目指します。

人

基本計画期間内の取り

生

組みと方針のうち、令

を

和3年度の重点課題の

送

達成（実現）状況

Ｂ 概

る

ね達成した

【重点課題

こ

】

・図書館の利用促進

と

及び郷土資料の充実並

が

びに複合交流施設との

で

情報共有・連携により

策 き

、学べる環境の充実に

る

努めます。

・芸術祭の

ま

あり方検討、芸術文化

ち

協会の支援、文化財の

 

掘り起しと保護、民俗

基

資料の活用及び学習機

本

会の提供に努めます。

施

【重点課題に対応した

策

達成状況】

・複合交流

　

施設との感染症対策連

　
０

携により、安全に学べ

５

る環境の提供に努めま

 

した。

・民具保管庫に

 

ついて児童の見学受入

 

を実施しました。

学

事

び

       業  

の

     名 事業の意

環

図やねらい（成果や効

境

果）の達成状況

図書館

　
の

管理運営事業 【事業意

充

図・ねらい】市民の教

実

養、調査研究、レクリ

と

エーション等に資する

文

こと

により、生涯学習

化

の推進を図ります。

【

芸

達成状況】図書の貸出

術

、調べ学習支援対応等

の

により学習支援や学習

継

機会、学習

活動の提供

　
承

を行い、生涯学習の推進を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 令和3年度の事業概要（実績）
・図書等必要な資料を収集・整理・保存し、市民の利用に供しました。継続 一般・10款・5項・2目
・郷土を含め、新規図

０

書資料購入を行いまし

基

た。
事    業  

本

  主    体 ・図

施

書館協会会費　12,

策

400円

湖山図書館

【

が

滝沢市主体】

４

事  

年

     業    

間

   名 事業の意図や

で

ねらい（成果や効果）

５

め

の達成状況

移動図書館

ざ

車運行事業 【事業意図

す

・ねらい】図書館まで

姿

遠い利用者へ図書サー

湖

ビスを提供します。

【

山

達成状況】市内40ス

図

テーションを月2回巡

書

回し、遠隔地の利用者

館

へ図書サービ

スを提供

や

しました。

継続区分 会

 

埋

計・款・項・目 令和3

蔵

年度の事業概要（実績

文

）
市内6コース、毎月

化

2回、40か所巡回し

財

ました。継続 一般・1

セ

0款・5項・2目

事 

ン

   業    主 

タ

   体
湖山図書館

【

ー

滝沢市主体】

な

事  
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令 報

の

図書館車の図書の貸出

充

冊数 14,900 15

実

,000 15,000

と

15,000   令和

文

3年度～令和6年度標

化

動 13,466 12,

芸

080 9,922 9,

術

978値 単 位 冊

／指 移

継

動図書館車の図書館利

承

用者数 3,200 3,

告

の

400 3,400 3,

確

400
実

標 2,373

立

2,301 1,900

」

2,174績 単 位 人

決

の

投 年度別事業費 2,3

実

36 2,230 2,2

現

31 2,244

資 内 特

に

定財源
算

指 訳 一般財源

向

2,336 2,230

け

2,231 2,244

平

、

額標 他団体事業負担額

「学び

項     

の

  目 平成30年度 令

環

和元年度 令和2年度 令

境

和3年度 備     

整

  考

目 ○全体事業期

備

間活 図書の貸出冊数 1

」

20,000 130,

成

の

000 130,000

取

130,000   令

り

和3年度～令和6年度

組

標
動 155,718 1

み

51,788 129,

を

379 132,158

行

値 単 位 冊

／指 図書館利

い

用者数 30,000 3

ま

6,000 36,00

し

0 36,000
実

標 4

3

た

3,394 42,46

。

6 36,027 36,

・

565績 単 位 人

決投 年

「

度別事業費 210 19

文

0 134 118

資 内 特

化

定財源
算

指 訳 一般財源

芸

210 190 134 1

術

18

額標 他団体事業負

活

担額

動

0

の基盤強化」について

年

は、芸術文化協会の事

度

務局体制を支援しまし

～

た。芸術文化協会との

令

共催で開催して

いる芸

和
和

術祭は、新型コロナウ

3

イルス感染症予防の観

年

点から、令和3年度は

度

開催しませんでした。

（

・「学びプランたきざ

単

わ」の実現に向けて文

位

化振興の施策を展開し

 

ました。

令和5年度方

 

針策定に際し、今後の

千

方向性や引継課題

Ｂ 課

3

円

題あり

【今後の方向性

）

】

・引き続き、利用しやすい図書館利用の促進及び一人一人が学べる環境の充実に向け、利用者のニーズを捉えた蔵書の充実

並びに市民の学習支援に関する取り組みを進めます。

・郷土芸能伝承活動及

年

び文化芸術振興を引き続き支援します。

【引継課題】

・図書館利用

基

者数の向上及び移動図

本

書館車による図書館遠

施

隔地へのサービスの維

策

持並びに図書ボランテ

目

ィアの育成を図りま

す

標

。

・文化芸術振興にお

の

いて、発表の場となる

度

達

芸術祭や郷土芸能まつ

成

りの継続及び関係団体

（

への支援を行います。

実

・郷土理解推進事業の

現

継続及び指定文化財等

）

の管理を進めます。

に向け

項      

た

 目 平成30年度 令和

事

計

元年度 令和2年度 令和

画

3年度 備      

期

 考

目 ○全体事業期間

間

活 図書の貸出冊数 12

内

0,000 130,0

の

00 130,000 1

取

30,000   令和

り

3年度～令和6年度標

組

動 155,718 15

み

1,788 129,3

業

と

79 132,158値

方

単 位 冊

／指 図書館利用

針

者数 30,000 36

に

,000 36,000

つ

36,000
実

標 43

い

,394 42,466

て

36,027 36,5

の

65績 単 位 人 ○特定財

達

源

決   図書館コピー

成

機利用料【その投 年度

実

（

別事業費 32,294

実

31,310 35,1

現

74 39,556   

）

他】、地域整備特別対

状

策事業
  基金繰入金

況

【その他】資 内 特定財

Ｂ

源 8,027 4,02

概

2 3,708 3,80

ね

8
算   

  指 訳 一般

達

財源 24,267 27

績

成

,288 31,466

し

35,748

額標 他団

た

体事業負担額

・「学

項       目 平

び

成30年度 令和元年度

の

令和2年度 令和3年度

環

備       考

目

境

○全体事業期間活 移動
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果

【滝沢市主体】 催しま

や

した。

効

事     

果

  業       

）

名 事業の意図やねらい

の

（成果や効果）の達成

達

状況

埋蔵文化財調査事

成

業 【事業意図・ねらい

状

】埋蔵文化財包蔵地と

況

開発行為との調整の円

 

読

滑化を図ります

。

【達

書

成状況】埋蔵文化財包

普

蔵地と開発行為との調

及

整が円滑に行われまし

推

た。

継続区分 会計・款

進

・項・目 令和3年度の

事

事業概要（実績）
有無

業

確認、試掘調査を実施

【

しました。継続 一般・

事

10款・5項・3目

事

学

業

    業    主

意

    体
埋蔵文化財

図

センター

【滝沢市主体

・

】

ね

事       

ら

業       名 事

い

業の意図やねらい（成

】

果や効果）の達成状況

図

芸術祭開催事業 【事業

書

意図・ねらい】市民の

び

館

文化活動の成果を発表

に

する機会であり、広く

対

市民に

芸術鑑賞の機会

す

を提供することにより

る

、芸術文化の振興を目

関

指します。

【達成状況

心

】芸術祭は、新型コロ

を

ナウイルス感染症の影

喚

響により中止となりま

起

し

た。

継続区分 会計・

に

し

款・項・目 令和3年度

、

の事業概要（実績）
・

読

芸術祭たきざわは、新

書

型コロナウイルス感染

普

症の影響により中止と

及

なりました継続 一般・

を

10款・5項・4目
。

図

事    業    

り

主    体 ・市芸術

、

文化協会の会議に6回

よ

学

出席し、芸術祭開催に

習

向けての協議を行い、

支

市芸

文化振興課 術文化

援

協会組織体制強化のた

活

めの支援をしました。

動

【協働事業】

滝沢市芸

や

術文化協会

学習機

り

会・学習活動の場の提

充

供を行い、生涯学習を

実

推進します。

【達成状

し

況】感染症への対策に

政 た

対応し、おはなし会や

人

こども図書館員を実施

生

し、

読書推進を図りま

を

した。

継続区分 会計・

送

款・項・目 令和3年度

る

の事業概要（実績）
読

こ

書普及推進事業を実施

と

しました。継続 一般・

が

10款・5項・2目
・

で

おはなし会　　　　　

策 き

　　　　2回　34名

る

事    業    

ま

主    体 ・体験学

ち

習（こども図書館員）

 

　　　　9名

湖山図書

基

館 ・工作ワークショッ

本

プ　　　　　　　 7

施

5名

【滝沢市主体】

策　

事       業 

　
０

      名 事業の

５

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

埋蔵

 

文化財センター管理運

 

営事業 【事業意図・ね

学

らい】埋蔵文化財セン

び

ター及び史跡公園の適

の

切な管理を図ります

。

環

【達成状況】埋蔵文化

境

財センター及び史跡公

　
の

園の適正な管理を図り

充

ました。

継続区分 会計

実

・款・項・目 令和3年

と

度の事業概要（実績）

文

・収蔵資料の適切な保

化

存管理と公開活用を進

芸

めました。継続 一般・

術

10款・5項・3目
・

の

史跡公園「湯舟沢環状

継

列石」の適正な保存管

　
承

理と公開活用を推進しました。
事    業    主    体

埋蔵文化財センター

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

埋蔵文化財

０

センター教育普及事業 【事業意図・ねらい】

事

体験講座や企画展、埋

 

蔵文化財講座開設を通

 

じて、埋蔵文

化財の理

 

解と周知を図ります。

 

【達成状況】体験講座

 

や企画展、埋蔵文化財

 

講座開設を通じて、埋

 

蔵文化財の理

解と周知

５

業

を図ることができ、市

 

の歴史への理解を推進

 

することができました

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 令和3年度の事

 

業概要（実績）
・各種

 

体験講座の実施（通年

 

）を行いました。継続

名

一般・10款・5項・

事

3目
・遺物の再整理、

 

業

展示替えを行いました

の

。
事    業   

意

 主    体 ・「滝

図

沢市の弥生土器」のタ

や

イトルで企画展を開催

ね

しました。

埋蔵文化財

ら

センター ・「土器と墓

い

制から見た北東北の続

（

縄文文化」のタイトル

成

で埋蔵文化財講座を開
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令 報

業

位 件

／指
実

標 績 単 位 ○

期

特定財源

決   岩手県

間

埋蔵文化財事務処理交

活

投 年度別事業費 593

図

469 51 159   

書

付金【県】
  資 内 特

の

定財源 93 133 51

貸

114
算   

  指 訳

出

一般財源 500 336

冊

45

額標 他団体事業負

告

数

担額

12

項   

0

    目 平成30年

,

度 令和元年度 令和2年

0

度 令和3年度 備   

0

    考

目 ○全体事

0

業期間活 「芸術祭たき

1

ざわ」の入場者数 1,

3

400 1,400 1,

平

0

400 1,400   

,

令和3年度～令和6年

0

度標
動 2,666 3,

0

685 1,181 0値

0

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

1

決投 年度別事業費 1,

3

886 1,970 1,

0

932 106

資 内 特定

,

財源
算

指 訳 一般財源 1

0

,886 1,970 1

成

0

,932 106

額標 他

0

団体事業負担額

130,000  

3

 令和3年度～令和6

0

年度標
動 155,71

年

8 151,788 12

度

9,379 132,1

～

58値 単 位 冊

／指 図書

令

館利用者数 30,00

和
和

0 36,000 36,

3

000 36,000
実

年

標 43,394 42,

度

466 36,027 3

（

6,565績 単 位 人

決

単

投 年度別事業費 193

位

72 30 53

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 1

 

93 72 30 53

額標

千

他団体事業負担額

3

円）

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 埋蔵文化財センター年間利用者 3,100 3,100 3,100 3

年

,100   令和3年度～令和6年度標 数
動 2,302 2,559 1,714 1,880値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   新型コロナウイルス感染症対投 年度別事業費 6,282 5,872 6,370 6,566  

度

 応地方創生臨時交付金【国】
  埋蔵文化財センター使用料【資 内 特定財源 87 81 78 206

算   その他】教育施設土地使用料

項

  ほか指 訳 一般財源

 

6,195 5,791

 

6,292 6,360

 

額標 他団体事業負担額

事

   

項     

 

  目 平成30年度 令

目

和元年度 令和2年度 令

平

和3年度 備     

成

  考

目 ○全体事業期

3

間活 来館者アンケート

0

｢皆様の声｣の 98 9

年

8 98 98   令和3

業

度

年度～令和6年度標 設

令

問｢とてもよかった｣

和

の回答数
動 90 73 7

元

0 75値 単 位 ％

／指
実

年

標 績 単 位 ○特定財源

決

度

  地域の特色ある埋

令

蔵文化財活投 年度別事

和

業費 4,536 4,7

2

00 6,553 7,0

年

06   用事業費補助

実

度

金【国】（1/2
  

令

）資 内 特定財源 2,2

和

55 2,250 2,2

3

16 3,498
算   

年

  指 訳 一般財源 2,

度

281 2,450 4,

備

337 3,508

額標

 

他団体事業負担額

  

績

 

項       

 

目 平成30年度 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

 

年度 備       

考

考

目 ○全体事業期間活

目

本調査・有無確認調査

○

・試掘調 10 10 10

全

10   令和3年度～

体

令和6年度標 査の数
動

事

19 30 17 25値 単
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果

5項・4目

事    

や

業    主    

効

体
文化振興課

【滝沢市

果

主体】

小  

）

          

の

          

達

       計

成

 ０５   学びに

状

より充実した人生を送

況

ることができるまち

 

伝統文化支援事業 【事

学

業の意図・ねらい】民

び

俗・郷土伝承活動を広

に

く市民に理解していた

よ

だき、活

動の成果を発

り

表する機会の充実を図

充

ります。

【達成状況】

実

郷土芸能まつりが中止

し

となりましたが、民間

政 た

イベントに団体の出演

人

を斡旋し、市民が郷土

生

芸能に見て触れる機会

を

を提供しました。

継続

送

区分 会計・款・項・目

る

令和3年度の事業概要

こ

（実績）
・滝沢市郷土

と

芸能まつりは、新型コ

が

ロナウイルス感染症の

で

影響により中止となり

策 き

継続 一般・10款・5

る

項・4目
ました。

事 

ま

   業    主 

ち

   体 ・郷土芸能ま

 

つりの共催団体である

基

郷土芸能保存団体協議

本

会との連絡調整をはか

施

文化振興課 り、計5回

策

の代表者会議を執り行

　

いました。

【協働事業

　
０

】 ・郷土芸能保存団体

５

に係る会員募集チラシ

 

を学校等関係施設に配

 

布し、後継者育

郷土芸

 

能保存団体 成の支援を

学

行いました。

び

事  

の

     業    

環

   名 事業の意図や

境

ねらい（成果や効果）

　
の

の達成状況

文化財・天

充

然記念物保護事業 【事

実

業の意図・ねらい】文

と

化財の適切な保護と活

文

用を図ります。

【達成

化

状況】指定文化財の定

芸

期的な巡回、草刈など

術

周辺環境の整備および

の

新規指

定候補文化財に

継

関する調査を実施しま

　
承

した。民具類の保存および郷土学習への活

用を行いました。

継続区分 会計・款・項・目 令和3年度の事業概要（実績）
・指定文化財の定期的な巡回と草刈等の環境整備を実施しました。継続 一般・10款・5項・4目
・カワ

０

シンジュガイ調査報告書の刊行。
事    

事

業    主    

 

体 ・市内小中学生の民

 

具保管庫見学を3校受

 

け入れました。

文化振

 

興課

【滝沢市主体】

  

事       業 

 

      名 事業の

５

業

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

郷土

 

理解推進事業 【事業意

 

図・ねらい】『滝沢市

 

の歩み』を活用した講

 

座等の開催を行い、郷

 

土史

の理解を深めます

 

。

【達成状況】『滝沢

名

市の歩み』を活用した

事

講座1回分が、感染症

 

業

のため中止とな

りまし

の

たが、感染対策を講じ

意

た上で講座を開催し、

図

郷土理解を深めました

や

。

継続区分 会計・款・

ね

項・目 令和3年度の事

ら

業概要（実績）
「滝沢

い

市の歩み」の販売およ

（

び講座を開催しました

成

。継続 一般・10款・
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令 報

業期間活 伝統文化関連

告

事業開催数 1 1 1 1  

平

 令和3年度～令和6

成

年度標
動 1 1 0 0値 単

3

位 回

／指
実

標 績 単 位

決

0

投 年度別事業費 704

年

787 424 430

資

度

内 特定財源
算

指 訳 一般

～

財源 704 787 42

令

4 430

額標 他団体事

和
和

業負担額

3年

項 

度

      目 平成3

（

0年度 令和元年度 令和

単

2年度 令和3年度 備 

位

      考

目 ○全

 

体事業期間活 指定文化

 

財整備件数 3 3 3 3  

千

 令和3年度～令和6

3

円

年度標
動 3 6 6 9値 単

）

位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   「滝沢市の文化財」冊子販売投 年度別事業費 256 207 183 596   代金【その他】
  資 内 特定財源 5 9 6 5

算   
  指 訳 一般財源 251 198 177

年

591

額標 他団体事業負担額

項       目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備       考

目 ○全体事業期間活 講座開設回数 4 3 2 2   令和3

度

年度～令和6年度標
動 4 2 2 1値 単 位 回

／指 「滝沢市の歩み」販売数 300 300 100 40
実

標 187 30 35 41績 単 位 冊 ○特定

項

財源

決   「滝沢市の

 

歩み」冊子販売代投 年

 

度別事業費 108 26

 

8 12   金【その他

事

 

】
  資 内 特定財源 1

 

06 26 8 12
算   

 

  指 訳 一般財源 2

額

 

標 他団体事業負担額

目 平

項 

成

      目 平成3

3

0年度 令和元年度 令和

0

2年度 令和3年度 備 

年

      考

決投 年

業

度

度別事業費 49,39

令

8 47,833 53,

和

090 56,846

資

元

内 特定財源 10,57

年

3 6,521 6,06

度

7 7,643
算

指 訳 一

令

般財源 38,825 4

和

1,312 47,02

2

3 49,203

額標 他

年

団体事業負担額

実

度 令

項   

和

    目 平成30年

3

度 令和元年度 令和2年

年

度 令和3年度 備   

度

    考

決投 年度別

備

事業費 2,820,5

 

82 1,194,13

 

1 1,348,645

 

1,426,638

資

績

 

内 特定財源 2,054

 

,424 398,31

 

6 481,736 53

 

0,070
算

指 訳 一般

考

財源 766,158 7

目

95,815 866,

○

909 896,568

全

額標 他団体事業負担額

体事
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